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日
本
最
大
級
の
国
際
イ
ベ
ン
ト

　

６
月
26
日
、
三
沢
基
地
正
面

ゲ
ー
ト
前
か
ら
図
書
館
ま
で
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
８
万
人

を
超
え
る
人
々
が
、
食
べ
物
、
音

楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ア
メ
リ
カ

文
化
に
触
れ
、
楽
し
み
、
理
解
を

深
め
る
こ
の
日
本
最
大
級
の
国
際

イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
元
年
、
基
地

内
の
外
国
人
に
日
本
文
化
を
紹
介

し
た
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
の
返
礼
と
し

て
始
ま
っ
た
。
以
来
、
開
催
さ
れ

続
け
る
両
イ
ベ
ン
ト
に
は
日
米
か

ら
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
も
参
加
し
、
そ
の
数
は
団
体
で

40
以
上
、
５
０
０
人
を
超
え
る
。

　

23
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ

は「
ス
ポ
ー
ツ
」。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
や
セ
リ
エ
Ａ
な
ど
世
界
を
舞
台

に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
選
手
た
ち

は
、
国
籍
を
超
え
て
共
通
の
目
的

に
向
か
い
力
を
合
わ
せ
る
。
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
復
旧
に
、

米
軍
や
そ
の
家
族
に
よ
る
「
ト
モ

ダ
チ
作
戦
」
は
私
た
ち
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
く
れ
た
。
互
い
を

称
え
感
謝
す
る
、
米
軍
三
沢
基
地

司
令
官
と
種
市
市
長
の
言
葉
か
ら

ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー
は
始
ま
っ
た
。

　

至
る
所
で
、
片
言
の
単
語
と

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
い
な
が
ら
意

思
を
伝
え
よ
う
と
す
る
人
々
。

　

気
持
ち
を
互
い
に
伝
え
合
う
。

　

そ
れ
は
大
切
な
国
際
交
流
。

1931.10.04  ミス・ビードル号が世界初の太平洋無着陸横断飛
行に成功。ワシントン州ウェナッチ付近に着陸

1945.10.10 米軍が三沢飛行場を接収

1946.03.14 米陸軍三沢に分駐

1958.09.01 三沢市制施行

1961.10.24 太平洋横断記念碑（淋代）建立

1981.10.04 三沢市とウェナッチ市が姉妹都市締結

1982　   　 初の友好親善使節団員がウェナッチ市を訪問

1988.03.19 第 1 回ジャパンデー開催

1988.07.08 三沢基地見学開始

1989.05.07 第 1 回アメリカンデー開催

1989.12.16 第 1 回日米ふれあい音楽の夕べ開催

1990.08.20 基地内大学への第 1 回就学式

1990.09.11 第 1 回三沢市国際交流シンポジウム開催

1991.10 三沢市が自治省の国際交流のまち推進プロジェク
ト市町村に指定

1999.10.08 第 1 回みさわパティオフェスタ開催

2000.07.14 台湾天母国民中学校から第五中へ初の訪問

2000.07.18 ミス・ビードル号メモリアル飛行実行委員会発足

2001　   　 六ヶ所村原燃再処理施設建設のためフランスの技
術者が来日し、三沢市と旧下田町に居住

2001.08.23 三沢市と東ウェナッチ市が姉妹都市締結

2001.10.27 第 3 回みさわハロウィンフェスタ開催

2001.12.24 台湾天母国民中学校と第五中学校が姉妹校を締結

2002.04.10 三沢市日仏友好協会が発足

2002.09.04 古間木小学校にフランス学級誕生・授業開始

2003.05.02 ミス・ビードル号復元機が東ウェナッチ市でテス
ト飛行成功

2003.07.11 三沢市がミス・ビードル号商標登録

2004.03.05 みさわ国際交流協会が発足

2004.04 国際交流教育センター全館オープン

2004.06 国際交流教育センターで語学講座と外国人を対象
とした陶芸教室を開始

2004.08.18 国際交流教育センターオープニングセレモニー

2004.10.26 大三沢柔道協会がフランスのバローニュ柔道に招
待され渡仏

2006.05.27 仏沼日米合同クリーン作戦

2007.06.30 フランス学級が終了

2008.09.01  市制施行 50 周年式典挙行

2011.08.18 ミス・ビードル号復元機のメモリアルフライト

2011.09.04 ミス・ビードル号復元機が航空祭でラストフライト

国
際
交
流
の
歴
史

　

三
沢
の
国
際
交
流
の
歴
史
は
古

い
。
ま
だ
三
沢
が
東
北
の
小
さ
な

漁
村
だ
っ
た
頃
、
淋
代
海
岸
が
太

平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
の
出
発
地

と
し
て
選
ば
れ
、
世
界
的
偉
業
が

成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
そ
の
時
の
三

沢
村
民
の
も
て
な
し
の
心
と
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
の
人
々
の
感
謝
の
心
か
ら

交
流
は
始
ま
り
、
今
年
は
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し

て
30
周
年
、
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と

締
結
し
て
10
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
と
な
っ
た
。

　

交
流
相
手
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で

は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
や
台
湾
と
学

校
・
市
民
団
体
が
交
流
す
る
な
ど
、

世
界
の
広
く
多
様
な
文
化
と
長
年

に
渡
っ
て
絆
を
深
め
て
い
る
。

～
ボ
ク
た
ち
の
国
際
交
流
～

1 笑顔は最高のコミュニケーションツール。
2 アメリカンフットボールのユニフォームを着て固い握手を交わすラスティー

　ン米軍三沢基地司令官と種市市長。
3 初めて開催された日米家族ファンラン。思い思いの仮装をした参加者が家族・

　友達と共に会場を駆け抜けた。
4 パレードでは出場者が沿道の観客にお菓子を手渡し触れ合う。
5 子どもから大人までがアメリカ文化を楽しんだ。

1

345

三沢の国際交流の歴史

2

第 23回アメリカンデー
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共に困難に立ち向かい、喜びを分かち合う。

ボクたちは絆を結びトモダチになる。
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員
会
メ
ン
バ
ー
の
手
に
よ
っ
て
県

立
三
沢
航
空
科
学
館
格
納
庫
で
組

み
立
て
ら
れ
、
12
月
５
日
に
到
着

セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
た
。

　

80
年
の
時
を
超
え
て
、
携
わ
っ

た
す
べ
て
の
人
々
の
想
い
を
乗

せ
、
三
沢
の
人
々
が
見
守
る
中
、

遂
に
８
月
18
日
、
紅
の
機
体
が
再

び
三
沢
の
空
を
飛
ぶ
。

三
沢
村
の
人
々
と
の
友
情

　

三
沢
と
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
と
の
交
流

の
発
端
と
な
っ
た
ミ
ス
・
ビ
ー
ド

ル
号
に
よ
る
世
界
初
太
平
洋
無
着

陸
横
断
飛
行
成
功
だ
が
、
そ
の
道

の
り
は
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ

た
。
日
本
へ
の
無
許
可
着
陸
と
ス

パ
イ
行
為
の
疑
い
か
ら
逮
捕
さ
れ

た
り
飛
行
許
可
が
な
か
な
か
下
り

な
か
っ
た
り
と
、
挑
戦
へ
の
障
害

は
多
く
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
心
を
苛

立
た
せ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
時
に
心
を
和
ら
げ
る
一

因
と
な
っ
た
の
は
三
沢
村
の
人
々

の
温
か
い
心
だ
っ
た
。ミ
ス
・
ビ
ー

ド
ル
号
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
を
歓

迎
し
、
生
活
を
世
話
し
、
仮
滑
走

路
の
建
設
工
事
を
手
伝
い
、
横
断

飛
行
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
尽
力
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
協
力
が
ウ
ェ
ナ
ッ
チ

の
人
々
に
伝
わ
り
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ

と
三
沢
の
人
々
が
互
い
を
讃
え
感

謝
し
た
こ
と
か
ら
友
情
が
芽
生

え
、
交
流
が
始
ま
っ
た
。

再
現
飛
行
計
画

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
平
成
11
年
、

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
で
ミ
ス
・

ビ
ー
ド
ル
号
の
復
元
機
（
ス
ピ

リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
号
）

製
作
と
三
沢
・
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
間
の

再
現
飛
行
が
計
画
さ
れ
た
。
現
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
は
募
金
を

製
作
費
に
、
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
の

格
納
庫
で
作
業
を
進
め
た
。

　

三
沢
市
も
平
成
12
年
か
ら
市
内

有
志
団
体
「
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
メ

モ
リ
ア
ル
飛
行
実
行
委
員
会
」
を

組
織
。
寄
付
金
を
募
り
、
た
び
た

び
現
地
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
実
行
委
員
会
へ
支
援

金
を
贈
っ
た
。

　

平
成
15
年
５
月
待
望
の
機
体
が

完
成
し
、
初
め
て
の
テ
ス
ト
飛
行

を
敢
行
。
世
界
情
勢
の
悪
化
や
テ

ス
ト
飛
行
中
の
機
体
損
傷
な
ど
の

障
害
に
よ
り
再
現
飛
行
は
た
び
た

び
延
期
さ
れ
、つ
い
に
平
成
17
年
、

再
現
飛
行
の
実
現
は
難
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

「
諦
め
な
い
心
」
ま
で
も
再
現

　

そ
れ
で
も
日
米
の
ミ
ス
・
ビ
ー

ド
ル
号
の
勇
姿
を
望
む
人
々
の
想

い
は
途
切
れ
な
か
っ
た
。
三
沢
上

空
を
飛
行
す
る
計
画
が
立
て
ら

れ
、
平
成
22
年
に
は
「
フ
ァ
イ

ブ
・
ア
ッ
プ
ル
ズ
」
を
母
体
と
し

て
行
政
が
財
政
を
後
援
す
る
「
ミ

ス
・
ビ
ー
ド
ル
フ
ラ
イ
ト
実
行
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
確
保
や
飛
行
の

許
可
、
機
体
の
運
搬
な
ど
様
々
な

障
害
を
乗
り
越
え
、
同
年
に
復
元

機
は
解
体
さ
れ
た
状
態
で
三
沢
市

に
到
着
。
駆
け
つ
け
た
ス
ピ
リ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
実
行
委

ミス・ビードル号太平洋 無着陸横断飛行

　　  ８０周年記念式典 ＆ フライト

ビードル号記念切手を発売します！

ミス・ビードル号の偉業か
ら８０周年を記念して、そ
の貴重な勇姿が収められた
記念切手が８月８日に発行
されます。ご希望の方は郵
便局でお買い求めください。

（※画像はサンプルです）

ビードル号ご当地ナンバープレート

市で交付する原付バイクの
ナンバープレートに、ミス・
ビードル号のデザインを取
り入れることが決定しまし
た。（※画像はサンプルです）

ビードル号絵画展を開催します！

ウェナッチと市内の小学生が描いてくれた、ミス・ビー
ドル号をテーマにした絵を展示します。総数約１５００
枚もの力作をご覧ください！
期　間　８月１０日（水）～２３日（火）
場　所　ＭＧプラザ２階

記念式典＆メモリアルフライト
期　日　８月１８日（木）１０時～１１時３０分

場　所　大空ひろば（県立三沢航空科学館前）

オープニングアトラクション
▶   9:40 ～「ドラムマーチ」

　　　　　　　　／第一幼稚園鼓笛隊

▶ 10:00 ～ビードル号イメージ曲
　　　「～ No need a reason to fly ～
　　　　　　　　輝ける空があるから」
　　／スパニッシュ・コネクションズ

▶ 10:05 ～ミス・ビードル号記念歌
　「ミス・ビードル号賛歌～ DREAM SKY ～」
　　　　／航空自衛隊北部航空音楽隊

ラストフライト
期　日　９月４日（日）（三沢基地航空祭）

★問合せ　ミス・ビードルフライト実行委員会事務局
　　　　　〔ミス・ビードル記念事業推進室〕
　　　　　（☎５１－１２５５）
　　　　　http://missveedol.jp/

蘇
っ
た始

ま
り

の

翼
８月１８日、 大空ひろば上空を

　ミス ・ ビードル号復元機が旋回飛行！

一般来場者用
臨 時 駐 車 場

一般来場者用
臨 時 駐 車 場

コンビニエンス
ストア

至　谷地頭
（道の駅みさわ）

至　五川目

　当日は大変な混雑が予想
されます。県立三沢航空科
学館と臨時駐車場（右図参
照）間を往復するシャトル
バスを用意しますので、お
気軽にご利用ください。
※シャトルバスはおよそ
　５～１０分間隔で運行。

メモリアルフライト会場案内

大空ひろば

駐車禁止
エリア

式典会場

お願い

三沢ゴルフ
センター

県立三沢航空科学館 県
道 

天
ケ
森
・
三
沢
線

ミス・ビードル号飛行開始時間　１１時３０分頃
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3

4

こ
と
や
、
記
念
す
べ
き
年
に
訪
問

団
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て

光
栄
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
、
使
節
団
を
歓
迎
し
て
く
れ

た
。
工
藤
団
長
は
地
震
に
よ
る
津

波
被
害
の
状
況
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
姉
妹
都
市
交
流
を

継
続
し
て
友
好
関
係
を
更
に
深
め

た
い
と
挨
拶
し
、
手
厚
い
歓
迎
に

感
謝
し
た
。

　

ま
た
、
両
市
と
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ

レ
ー
・
三
沢
姉
妹
都
市
協
会
か
ら

の
義
援
金
と
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
在
住

の
ル
ー
ク
君
が
被
災
し
た
淋
代
保

育
所
の
為
に
と
自
ら
集
め
た
お
金

を
託
さ
れ
た
。

　

式
終
了
後
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
博
物

館
へ
場
所
を
移
動
し
、
歓
迎
夕
食

会
に
出
席
。
７
日
間
に
渡
る
交
流

の
地
で
の
滞
在
が
始
ま
っ
た
。

歴
史
を
学
び
文
化
を
体
験

　

滞
在
中
は
、
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ

レ
ー
博
物
館
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル

号
着
陸
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど

を
見
学
し
、
人
類
初
の
太
平
洋
無

着
陸
横
断
飛
行
の
歴
史
的
大
偉
業

に
触
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

川
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
人
気
の
高
い
カ
ヌ
ー
や
セ
ス
ナ

機
に
よ
る
フ
ラ
イ
ト
な
ど
、
記
憶

に
残
る
楽
し
い
体
験
を
し
た
。
さ

ら
に
、
使
節
団
は
折
り
紙
で
作
る

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
鶴
な
ど
の
日

本
文
化
を
地
元
小
学
生
に
紹
介
し

て
交
流
を
図
っ
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

　

使
節
団
が
訪
問
し
た
目
的
の
一

つ
は
、
５
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
る

『
ア
ッ
プ
ル
ブ
ラ
ッ
サ
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』に
参
加
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
は
、
美
し
い
り
ん
ご
の
花

が
咲
き
誇
る
中
で
約
２
５
０
台
の

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
や
ア
ッ
プ
ル

ブ
ラ
ッ
サ
ム
ク
イ
ー
ン
な
ど
が
パ

レ
ー
ド
す
る
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
最
大
の

祭
典
。
は
っ
ぴ
姿
で
オ
ー
プ
ン

カ
ー
や
ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
車
し
た

使
節
団
は
、
沿
道
を
ぎ
っ
し
り
と

埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
「
コ
ン

ニ
チ
ワ
」
な
ど
の
日
本
語
で
挨
拶

さ
れ
る
温
か
い
歓
迎
に
感
動
し
、

大
き
く
手
を
振
り
大
き
な
声
で
応

え
て
い
た
。

涙
の
別
れ

　

中
高
生
親
善
大
使
は
全
員
、
滞

在
中
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
下
で

ア
メ
リ
カ
生
活
を
体
験
し
た
。

　

そ
し
て
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
を

出
発
す
る
朝
の
空
港
に
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
駆
け
つ

け
た
大
勢
の
見
送
り
に
再
会
を
誓

い
合
い
、
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
別

れ
を
惜
し
ん
で
抱
き
合
う
な
ど
、

そ
こ
に
は
言
葉
の
壁
は
存
在
し
て

お
ら
ず
、
ま
さ
に
「
シ
ス
タ
ー　

シ
テ
ィ　

フ
レ
ン
ド
」
の
『
友
情

の
輪
と
堅
い
絆
』
で
結
ば
れ
た
７

日
間
の
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
訪
問

だ
っ
た
。

　
　
　

記　

使
節
団
員　

田
中
浩

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
姉
妹
都
市
訪
問
記

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
に
よ
る
世
界
初
の
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
か
ら
80
年
。

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
今
年
で
30
周
年
、
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市

と
は
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
世
代
が
友
情
の
絆
を
紡
い
だ
。

　よさこいソーランを踊っ
た時は緊張！踊り終わった
時にみなさんが喜んでくれ
て嬉しかったです。
　訪問して感じたことは、
服装を始め、授業がすごく
自由な雰囲気だったこと。
他 の 授 業 や 生 活 に つ い て
も興味が湧いてきました。
もっと違う授業も受けてみ
たいです。

八戸聖ウルスラ学院中２年

薮内　美乃

元
気
な
姿
を
伝
え
た
い

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
い

５
月
。
多
く
の
関
係
者
が
使
節
団

の
派
遣
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

だ
が
、
今
だ
か
ら
こ
そ
、
姉
妹
都

市
交
流
を
す
る
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
工
藤
智
彦
団
長
を
筆

頭
に
大
人
３
名
、
中
高
生
15
名
、

計
18
名
の
使
節
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
胸
に
、
三
沢
空
港
を
飛

び
立
っ
た
。

交
流
の
地
へ
到
着

　

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
歓
迎
式
で
は
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
長

と
レ
ー
シ
ー
＝
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市

長
の
両
市
長
を
は
じ
め
、
両
市
議

会
議
員
や
多
数
の
市
民
の
方
々
が

駆
け
つ
け
、
歓
迎
の
歌
で
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
。

　

両
市
長
は
、
先
の
地
震
に
よ
る

津
波
の
被
害
を
多
く
の
市
民
が
心

配
し
、
早
期
復
興
を
願
っ
て
い
る

第二中 3 年

小比類巻　里菜

　一番驚いたのは食文化の
違 い。 ホ ー ム ス テ イ 先 で
作ったお寿司に驚きながら
もおいしいと言ってくれて
嬉しかったです。
　ホストファミリーとは国
籍を超えて本当の友達にな
れました。過ごした日々は
将来忘れることのできない
大切な思い出です。

堀口中 2 年

三浦　絵莉花

　ホストファミリーが振る
舞ってくれた料理に感動し
ました。
　津波と地震の被害をとて
も心配してくれていること
に感謝したいです。私たち
は何かの縁で記念すべき年
に出会えた。一期一会で終
わらせたくないので、これ
からも連絡を取り合いたい
です。

堀口中 2 年

岩田　亜里紗

　食や生活の違いに感動し
ました。一番感動したのは
サルサソース！食べるのが
好きな私でも食べきれない
量の食べ物に驚きでした。
　英語では話しかけるのは
難しかったけれど、買い物
やコメディードラマなどを
通じて、将来教師になるた
めの目標だった様々な経験
ができました。

堀口中 2 年

南　梨乃

　ホストファミリーが家族
全員で温かく受け入れてく
れたことに安心。衣服の色
や食事の量の違いに驚かさ
れました。暮らしや宗教の
違いも知り、良い経験がで
きました。
　学んだことを友達にも伝
え、ぜひもう一度アメリカ
に 行 っ て 住 ん で み た い で
す。

第一中 2 年

佐々木　萌佳

　ホストファミリーの家の
お城のような大きさにびっ
くり！お風呂が 5 つもあっ
たり地下があったり、暮ら
しや食べ物も日本とは大き
く違い、とにかくすごいと
思いました。
　旅中に笑い過ぎて口の筋
肉が痛かったほど楽しかっ
たです。第一中 2 年

吉田　優花

　緊張と不安でいっぱいな
私たちをホストファミリー
は温かく迎えてくれ、自分
の英語が伝わった時はとて
も嬉しかったです。
　土足に日本の生活との違
いを感じ、食事のあいさつ
の違いに礼儀の大切さを感
じました。ウェナッチで感
じた明るさを自分にも取り
入れていきたいです。

第一中 2 年

宮野　希

　歓迎会でインディアンの
踊りを見せてもらって「ア
メリカに来たんだなぁ～」
と実感しました。
　パレードでは人が多くて
少し戸惑いましたが、ホー
ムステイの方たちが来てく
れて安心しました。
　現地の方たちはとても優
しく接してくれて嬉しかっ
たです。

05.03 09:55 三沢空港を出発
14:00 ウェナッチ着
15:30 シビックセンターで歓迎レセプション
18:00 歓迎夕食会

05.04 09:00 ウェナッチバレー博物館見学
05.05 09:00 イーストモント中学校訪問

11:00 ウェナッチバレー大学の催事に参加
12:45 ウォータービル市にドライブ

ドライフォールズ見学
05.06 09:00 ケンロイ小学校訪問

13:00 レーベンワース市、カシミア市、
　　アップレット＆コトレット見学

17:30 クラシックカーパレードに参加
19:00 東ウェナッチ市・

　レーシー市長主催の夕食会
05.07 10:00 アップル・ブラッサム・

　　　　　　フェスティバルに参加
13:00 ホストファミリーと交流

05.08 09:00 フライトツアー
11:00 ホストファミリーと交流
17:00 姉妹都市協会ケルツ会長宅にて

送別晩餐会
05.09 11:00 ウェナッチ発

11:45 シアトル着　シアトル市内視察
05.10 13:50 シアトル発
05.12 11:00 東京発

15:15 三沢空港着・帰着式

使節団の訪問日程の概要

1 歓迎式にて。両市長、ルーク君らと使節団。
2 りんごの花が咲き誇る中で開催されたアップル

　ブラッサムフェスティバル。
3 揃いのはっぴを着てパレードに参加し観客に手

　を振る使節団。
4 多くの中高生大使が違いを感じた食文化。
5 コロンビア川でのカヌー体験の様子が地元新聞

　に掲載。
6 別れを惜しむ中高生大使とホストファミリー。

1

2

5

6

姉妹都市友好親善大使姉妹都市友好親善大使姉妹都市友好親善大使

姉妹都市友好親善大使 姉妹都市友好親善大使 姉妹都市友好親善大使 姉妹都市友好親善大使 姉妹都市友好親善大使
第一中 2 年

伊東　あゆみ

　 初 め て の ホ ー ム ス テ イ
で、不安なことがたくさん
あったけれど、ホストファ
ミリーは皆優しい人ばかり
で、わかりやすく話しかけ
てくれたのが嬉しかったで
す。
　お金を使うのが難しく、
小銭が余ってしまい、使い
方 を 覚 え よ う と 思 い ま し
た。

姉妹都市友好親善大使

紅
の
翼
が
紡
い
だ

絆

 6市役所代表　☎ 53-5111

特集　翼のキズナ特集　翼のキズナ
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不
安
か
ら
驚
き
と
感
動
へ

　

15
名
の
生
徒
を
無
事
、
日
本
に

連
れ
て
帰
る 

―
―
―
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
ま
だ
２
カ
月
。
出
発

直
前
に
テ
ロ
に
脅
か
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
冒
険
に
胸
躍
ら
せ
る

子
ど
も
た
ち
と
は
裏
腹
に
、
私
に

と
っ
て
は
緊
張
の
旅
立
ち
で
し

た
。

　

到
着
後
、
使
節
団
と
し
て
次
々

と
任
務
を
こ
な
す
私
た
ち
の
心
に

あ
ふ
れ
た
の
は
驚
き
と
感
動
で

す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
パ
レ
ー

ド
で
日
の
丸
を
振
り
、
日
本
語
で

「
頑
張
っ
て
」「
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
歓
迎
し
て
く
れ
る

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
の
人
々
の
温
か
さ
に

感
激
し
、
今
ま
で
の
三
沢
と
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
の
交
流
の
歴
史
を
感
じ
ま

し
た
。

交
わ
す
喜
び
を
知
る

　

多
く
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で

使
節
団
と
し
て
最
も
大
き
な
役
割

を
成
し
遂
げ
た
の
は
、
ケ
ン
ロ
イ

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の

折
り
紙
を
教
え
て
あ
げ
た
と
き
で

受
け
継
が
れ
る
友
好
の
絆

　

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
が
世
界
初

の
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
の
偉

業
を
成
し
遂
げ
て
か
ら
50
年
後
の

昭
和
56
年
に
、
三
沢
市
と
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
市
は
国
際
姉
妹
都
市
締
結

に
調
印
し
、
以
来
友
好
親
善
使
節

団
が
相
互
に
訪
問
し
て
交
流
を
重

ね
て
き
た
。

　

始
ま
っ
て
か
ら
今
年
で
29
年
、

５
８
６
人
も
の
親
善
使
節
団
大
使

が
使
命
と
自
ら
の
目
標
を
持
っ
て

互
い
の
文
化
を
学
び
経
験
し
、
友

好
の
絆
を
深
め
、
貴
重
な
財
産
と

し
て
自
ら
の
人
生
に
生
か
し
て
い

る
。

　

今
年
は
残
念
な
が
ら
ウ
ェ
ナ
ッ

チ
か
ら
の
使
節
団
来
訪
は
中
止
が

決
定
し
て
い
る
が
、
来
年
は
三
沢

に
来
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
受
け
た
厚
い
も
て
な
し
の
お

返
し
を
し
よ
う
と
15
名
の
大
使
は

今
か
ら
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
英

語
と
身
振
り
手
振
り
で
折
り
方
を

教
え
る
子
ど
も
た
ち
は
、「
折
り

紙
」
と
い
う
共
通
の
目
的
に
向

か
っ
て
懸
命
に
意
思
の
疎
通
を
図

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
紹
介
す
る
と
同
時

に
、
国
際
交
流
と
し
て
の
楽
し
さ

を
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
学
校
を
後
に
し
た
子
ど
も
た

ち
の
達
成
感
に
満
ち
た
表
情
が
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

世
界
を
見
て
成
長
す
る

　

今
回
の
旅
で
子
ど
も
た
ち
は
素

晴
ら
し
い
経
験
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
得
た
も
の
は
大
き
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
中
で
も
私
が
感
じ
た
変

化
の
一
つ
は
積
極
性
だ
と
思
い
ま

す
。
自
己
主
張
を
し
な
い
こ
と
が

美
徳
と
も
さ
れ
る
日
本
人
は
海
外

で
も
遠
慮
し
が
ち
で
す
。
旅
の
終

盤
、
自
分
た
ち
の
問
題
に
手
を
挙

げ
、
自
ら
積
極
的
に
解
決
し
よ
う

と
す
る
姿
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
感
じ
ま
し
た
。

未
来
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
へ

　

今
、
帰
国
し
た
子
ど
も
た
ち
に

望
む
こ
と
は
、
見
た
も
の
、
触
れ

た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
を
周
囲
の

人
に
伝
え
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
。
視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
も
貴

重
な
財
産
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
広

い
世
界
を
見
た
こ
と
で
ま
た
違
う

国
際
文
化
都
市
・
三
沢

　

三
沢
市
に
住
む
人
に
と
っ

て
、
国
際
交
流
を
す
る
機
会
は

日
常
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

米
軍
三
沢
基
地
に
滞
在
す
る

米
軍
人
、
軍
属
、
そ
の
家
族
ら

は
約
１
万
人
お
り
、
接
す
る
機

会
は
多
く
、
そ
の
内
容
も
多
様

で
あ
る
。
米
軍
三
沢
基
地
と
の

共
存
共
栄
を
目
指
し
開
催
さ
れ

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
基
地
内

大
学
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

至
る
所
で
接
す
る
私
た
ち
は
ま

さ
に
「
隣
人
」
で
あ
り
、
交
流

は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
自
然

に
育
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
一
朝
一
夕
に
で
き
た

も
の
で
は
な
く
、
先
人
に
よ
っ

て
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
努
力

と
信
頼
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き

た
。
そ
し
て
今
も
多
く
の
人
た

ち
の
不
断
の
努
力
で
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
の
財
産
を
、
未
来
の

世
界
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
受

け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

交
流
の
仕
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
互
い
を
知
る
こ
と
に
必
要

な
の
は
、
相
手
を
思
い
や
る
気

持
ち
。

　

あ
な
た
は
ど
ん
な
「
交
流
」

を
し
て
ま
す
か
？

【
特
集
】
翼
の
キ
ズ
ナ　

完

「世界の広さを知り、日本の良さに気付く」

日
本
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ

カ
の
自
由
を
学
ん
で
日
本
の
節
度

の
大
切
さ
に
気
付
く
よ
う
に
、
今

な
ら
自
分
の
育
っ
て
き
た
文
化
の

大
切
さ
に
気
付
く
は
ず
で
す
。
そ

の
広
い
視
野
で
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
将
来

に
生
か
し
、
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
活

躍
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

外国人支援事業

ボランティア

を募集します！

　三沢市が行う様々な国際交流事
業や外国人支援事業で、
▶無償で外国人への通訳・翻訳を
　お願いできる方
▶国際国流事業に積極的な参加を
　希望する方
▶災害時など語学能力を活用し、
　被災外国人等の支援を行える方
を募集しています。

活動内容
　①語学ボランティア
　②サポートボランティア
　③その他ボランティア
登録期間
　登録日～平成２４年３月 31 日

★申込み・問合せ
　国際交流課（☎ 51―１２５５）

堀口中学校

長 峰　裕 美 子 講師

▶
折
り
紙
を
共
に
折
っ
た
ケ
ン
ロ
イ
小
学
校
の

　

子
ど
も
た
ち
と

姉妹都市友好親善大使

三沢高校 2 年

原田　彩伎

　ウェナッチ市の皆さんに
明るく歓迎され、楽しい時
間を過ごしながら、義援金
をいただくなど心の温かさ
を感じました。
　今までにない経験をする
ことができ、現地の人々が
皆心が豊かで優しく接して
くれて英語もたくさん学ぶ
ぶことができたので、これ
から生かしていきたいです。

姉妹都市友好親善大使
第一中 2 年

齊藤　大亮

　 外 国 人 の 話 す 英 語 は 早
く、意味が解らなかった。
通訳者の方が長年海外に住
ん で い る こ と に 驚 き ま し
た。
　夢は通訳士になること。
その夢に向かって今できる
ところから英検取得をめざ
します。この経験は忘れら
れない一生の宝物。もっと
勉強して交流を続けたい。

姉妹都市友好親善大使
第一中 2 年

當麻　颯画

　家の広さや土足で家に入
ることに驚きました。また
部屋の中では靴を脱ぐこと
や夕食でお祈りをしない家
族もいることなど、今まで
のイメージとは違う発見が
ありました。
　学校生活は日本と比べて
自由で、その場を盛り上げ
るのが上手。今回の体験で
さらに興味を深めました。

姉妹都市友好親善大使
第一中 2 年

蛯名　雄佑

　アーチェリー体験やキャ
ンプファイヤーなどをしな
がら、ホストファミリーと
一緒に過ごしたことが特に
心に残っています。また、
おもちゃの銃の威力が違う
ことや、同じ地球でも明る
い時間が日本とだいぶ違う
ことに驚きました。
　 い つ か ま た、 必 ず ウ ェ
ナッチに行きたいです。

姉妹都市友好親善大使

三沢高校 2 年

宮野　結

　今回３つの学校を訪問し
ま し た が、 本 当 に 日 本 と
違って設備が良く、子ども
たちが生き生きしていたの
が印象的でした。
　どこの学校でもみんな笑
顔で助けてくれて、本当に
周りの優しさを実感できま
し た。 こ れ か ら も 三 沢 と
ウェナッチの交流を深めて
ほしいと思います。

姉妹都市友好親善大使

三沢高校 2 年

小田桐　和

　中学校では授業の様子の
違いに驚きました。小学校
では、地震の影響について
質問され、地震に関心を持
ち心配してくれる生徒がこ
んなにいるんだなと感じま
した。
　折り紙を教えたり、よさ
こいのパフォーマンスを披
露して喜んでもらえたこと
が嬉しかったです。

姉妹都市友好親善大使

▲ウェナッチバレー博物館を見学に訪れた姉妹都市友好親善使節団

特集　翼のキズナ
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７
月
７
日
の
市
議
会
定
例
会
最

終
日
に
お
い
て
、
副
市
長
に
大
塚

和
則
氏
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
塚
氏
は
、
三
沢
市
出
身
の
61

歳
。
昭
和
50
年
に
青
森
県
に
採
用

さ
れ
、
総
務
部
人
事
課
長
、
環
境

生
活
部
県
民
生
活
政
策
課
長
、
総

務
部
次
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
20
年
２
月
21

日
に
市
議
会
定
例
会
で
副
市
長
に

選
任
・
同
意
さ
れ
、
24
日
付
け
で

県
を
退
職
し
、
同
25
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
30
日
ま
で
市
の
副
市
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
に
お
け
る
同
意

に
よ
り
、
31
日
か
ら
空
席
と
な
っ

て
い
た
副
市
長
に
再
び
着
任
す
る

こ
と
と
な
り
し
た
。

　

６
月
22
日
、
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
2
回
三

沢
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
み
ー

ば
す
」
車
両
デ
ザ
イ
ン
の
最
優
秀

賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
実
証
運
行
と
し
て

市
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
み
ー
ば
す
」
の
車

両
デ
ザ
イ
ン
を
一
般
公
募
し
た
と

こ
ろ
、70
作
品
も
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
同
会
議
で
厳
選
し
た

結
果
、
最
優
秀
賞
1
作
品
、
優
秀

賞
1
作
品
、
佳
作
2
作
品
が
決
定

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
日
表

彰
さ
れ
た
最
優
秀
賞
の
寺
田
啓
一

さ
ん
（
弘
前
市
）
と
優
秀
賞
の
亀

田
菜
乃
さ
ん
（
三
沢
市
）
に
は
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
、
副
賞
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両
デ
ザ
イ
ン
受
賞
者
発
表

政
策
調
整
課
（
内
線
５
３
２
）

Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ
と
街
の
駅
み
さ
わ

か
ら
三
沢
の
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

寺
田
さ
ん
の
作
品
は
「
地
域

の
交
流
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
み
ー
ば
す
」
を
目
に
し
利
用
す▲亀田 菜乃さんの作品

る
こ
と
で
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
黄
色
を
基
調
と
し
た
本
体
に

オ
オ
セ
ッ
カ
や
航
空
機
が
描
か

れ
、
亀
田
さ
ん
の
作
品
に
は
国
際

文
化
都
市
・
三
沢
を
表
現
す
る
か

の
よ
う
に
世
界
各
国
の
人
が
手
を

つ
な
ぎ
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
寺
田
さ
ん
と
亀
田
さ
ん

の
作
品
を
も
と
に
車
両
デ
ザ
イ
ン

が
決
定
し
、
市
内
を
運
行
す
る
予

定
で
す
。

　

三
沢
市
の
人
権
擁
護
委
員
で

あ
っ
た
別
部
辰
哉
氏
が
６
月
30
日

付
け
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
引
き
続
き
委
員

と
し
て
別
部
辰
哉
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
再
任

総
務
課
（
内
線
２
０
７
）

副
市
長
に

　
　  

大
塚
氏
が
就
任

総
務
課
（
内
２
０
７
）

▲大塚 和則 氏

　

農
業
委
員
会
委
員
は
、
農
地
の

売
買
や
転
用
の
許
可
、
あ
っ
せ
ん

等
の
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
審
議

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
任
期
満
了
に
伴
い
19
名

の
新
し
い
委
員
が
決
ま
り
、
会
長

は
新
堂
政
登
氏
に
、
会
長
職
務
代

農
業
委
員
会
委
員
が
改
選
に
な
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
５
５
）

理
者
は
小
比
類
巻

氏
に
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
７
月
20
日
か
ら

平
成
26
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年

間
と
な
り
ま
す
。

▲月館 啓三
（淋　代）

▲中村 宗彦
（細　谷）

▲川嶋 敏明
（新　森）

▲立崎 京子
（塩　釜）

▲針田 しみ子
（新　森）

▲月舘 操
（大　津）

▲浦田 秀人
（塩　釜）

▲古田 武信
（春日台）

▲千葉 準一
（高野沢）

▲野々宮 幸子
（岡三沢）

▲千葉 勝雄
（高野沢）

▲宮古 久光
（織　笠）

▲門上 牧夫
（三川目）

▲別部 辰哉 氏

▲寺田 啓一さんの作品

▲最優秀賞を受賞した寺田啓一さん㊨と優秀
　賞を受賞した亀田菜乃さん㊧

　

先
月
は
、
日
本
中
が
女
子

サ
ッ
カ
ー
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
」
の
Ｗ
杯
に
お
け
る
快
進
撃

に
釘
付
け
と
な
り
、
世
界
一
と

い
う
偉
業
と
そ
の
戦
う
姿
に
感

動
し
、
元
気
と
勇
気
を
与
え
て

も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
、
粘
り
強
い
精
神
に
は
、
被

災
地
の
方
々
も
感
銘
を
受
け
、

日
本
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り
に

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
決
勝
戦
の
対
戦
相
手

は
米
国
。東
日
本
大
震
災
で
は
、

ト
モ
ダ
チ
作
戦
で
多
大
な
る
ご

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
国
で

あ
り
ま
す
。
当
市
で
は
、
６
月

の
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー
で
交
流
を

深
め
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
良

い
試
合
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
期
待
以
上
の

試
合
内
容
に
、
世
界
中
か
ら
称

賛
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
日
米

両
国
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
米
の
良
好
な

関
係
が
続
く
中
、
昨
年
断
念
し

た
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
復
元
機

の
再
現
飛
行
が
、
つ
い
に
今

月
、
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
人
類
初
の
太
平
洋
無

着
陸
横
断
飛
行
か
ら
80
周
年
と

な
る
な
ど
、
当
市
の
日
米
交
流

に
お
き
ま
し
て
様
々
な
節
目
の

年
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
夢

で
あ
っ
た
再
現
飛
行
が
、
日
米

相
互
の
協
力
に
よ
り
実
現
で
き

る
こ
と
は
大
変
意
義
深
く
、
当

市
か
ら
も
皆
さ
ん
に
元
気
と
勇

気
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
や
「
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」の
偉
業
は
、

と
も
に
挑
戦
し
、
あ
き
ら
め
な

い
心
と
関
係
者
や
周
囲
の
方
た

ち
も
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
臨
ん

だ
成
果
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
心
を
ひ
と
つ
に
、

再
現
飛
行
の
成
功
と
こ
の
国
難

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

三
沢
市
長　

種
市
一
正

あ
き
ら
め
ず
、
心
を
一
つ
に

▲古田 満
（本　町）

▲三田 節夫
（六川目）

▲織笠 一男
（谷地頭）

▲中屋敷 力雄
（六川目）

▲小比類巻 　
（南　山）

▲新堂 政登
（谷地頭）
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災害時要援護者登録事業のお知らせ
介護福祉課（内線３８２）・家庭福祉課（内線３８１）

　災害時に自力で避難することができない高齢者や障害者等の要援護者を地域で支え、見守り、支援する安心・安全
な地域づくり体制の整備を進めます。

要援護者の対象
　▶６５歳以上の高齢者だけの世帯の方▶要介護４、５の方▶身体障害者手帳１、２級の方▶療育手帳Ａの方
　▶精神障害保健福祉手帳１級の方▶その他、自力で避難できない方
　※体が不自由等の理由や家族の支援を受けられない等の自力で避難できない在宅の方（入院・入所を除く）が対象
登録方法
　①市、民生委員、町内会へ情報提供（登録台帳）の同意をします。
　②近所から地域支援者を選び、登録の同意を得ます。（できるだけ３名以上登録してください）
　※地域支援者とは、災害時等に避難の支援等をお願いする方で、支援は義務ではなく、善意に基づくものです。
　③登録台帳に記入します。
　　（用紙は介護福祉課または家庭福祉課に設置しています。記入にあたり不明な点がありましたら地域の民生委員や
　　  担当課にお問合せください）
　④登録台帳が完成した後に、具体的な行動を定める個別計画を作成します。
　※登録台帳は市、民生委員、町内会で共有し、災害発生時に役立てます。災害対策以外には使用しません。
　※地域支援者を選べない場合は地域の民生委員が登録を支援しますので、ご相談ください。

問合せ先　高齢者の方は　→　介護福祉課高齢福祉係（☎５１－８７７３）
　　　　　障害者の方は　→　家庭福祉課障害福祉係（☎５１－８７７２）

協働のまちづくり市民提案事業を２次募集します
広報広聴課（内線３４５）

　市民と行政による協働のまちづくりを推進し、住みよい地域社会の実現を図るため、市民活動団体が自主的・自発
的に取り組み、協働で行える「協働のまちづくり市民提案事業」を募集します。
　提案された事業は、内容を審査し、採択された事業に対し必要な経費を補助金として交付します。
募集期間　８月１日（月）～１９日（金）
募集件数　３事業程度
対象となる団体
　①市内に活動場所を有する市民公益活動団体（ＮＰＯ法人、ボランティア団体、各種団体）
　②まちづくり活動を自主的・主体的に行うことについて、会則、規約等に定めている団体
　③構成員が５名以上の団体（※個人は対象となりません）
活動期間　決定をした日から平成２４年２月末日まで
対象となる事業
　自主的・主体的に市内で企画・実施する協働のまちづくり事業（テーマは自由）
　※市民公益活動団体が企画・提案した事業で地域づくり、福祉活動、防災・防犯
　　などのさまざまなテーマで提案できます。
補助金の区分
　①活動スタート事業（全額補助・上限額１０万円）
　　地域を元気にするために、市民活動に取り組む事業に対して初期段階（活動開
　　始からおおむね３年未満）で補助するもの
　②市民提案型事業（８割補助、上限額２５万円）
　　地域を元気にするための活動を既に３年以上行っている団体が実施する、地域
　　課題の解決や市の活性化に資する事業に対して補助するもの
交付条件　補助金の交付は１団体１事業
対象経費　対象となる経費は活動実施に必要な経費のみとします。
　　　　　（講師料、消耗品費、印刷製本費など）
審査方法　書類審査及びプレゼンテーション

三沢基地所属機による訓練情報
基地渉外課（内線２３０）

　三沢基地所属機による訓練の情報は次の方法でご覧いただけます。
テレビから（リモコンにｄボタンがあるもの）
①マックテレビ（１１チャンネル）を選択する
②リモコンのｄボタンを押す
③データ放送が表示されるので▶市役所から
　▶市政・防災・基地▶基地渉外課を順に選択

パソコンから（インターネット環境にあるもの）
①三沢市のホームページにアクセス
　http://www.city.misawa.lg.jp/
②トップページから▶くらしの情報▶基地訓練情報をクリック
※通常訓練は掲載されませんが、航空自衛隊による夜間飛行訓練（通
　常訓練）のみデータ放送に掲載します。

海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請をしてください
選挙管理委員会（内線３０８・３０９）

　海区漁業調整委員会委員選挙人名簿は、毎年９月１日現在で資格を有する方の申請に基づいて作成されます。
次の資格要件に該当する方は、期間内に選挙管理委員会に申請してください。（※浜通り地区は町内会経由でも可）
資格要件　①平成３年１２月６日以前の出生者
　　　　　②三沢市に住所または事務所を有する
　　　　　③１年に９０日以上漁船を使用する漁業者または漁業従事者
　　　　　④海区漁業調整委員会の委員または漁業協同組合もしくは漁業協同組合連合会の役員に就任後、上記の③
　　　　　　に該当しなくなったため選挙権を失った者
　　　　　　（これに該当する者は、委員または役員でその任期中及び任期後初めて行われる選挙に限る）
申請期間　９月１日（木）～５日（月）

中央保育所の指定管理者を募集します
募集に関することは家庭福祉課（内線３８１）、指定管理者制度については行政経営課（内線２５３）

募 集 施 設　市立中央保育所
公 募 対 象　市内に所在地を有する社会福祉法人等
指 定 期 間　平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日
　 　 　 　　の４年間
受 付 期 間　８月１日（月）～９月８日（木）
　 　 　 　　８時１５分～１７時
現 地 説 明 会　８月１１日（木）１９時～

※現地説明会への参加は必須条件ではありませんが、施
　設の管理内容に関する説明等を行いますので、なるべ
　く参加してください。なお、現地説明会の参加には事
　前の申込みが必要です。
※応募資格や申請、施設管理に関する詳しい内容は、家
　庭福祉課で配布するまたは市ホームページに掲載する
　募集要項、業務基準書等に記載しています。

　三沢市戦没者追悼式を次の通り行います。
ご遺族の方や市民の皆さんの参加をお待ち
しております。
　なお、献花用の生花は主催者で用意いた
します。

日　時　８月１７日（水）
　　　　受付９時～
　　　　式典１０時～
場　所　招和台（浜三沢）

戦没者追悼式
戦没者追悼実行委員会〔生活安全課〕（内線３１３）
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要
望　

集
会
所
に
発
電
機
の
装
備

　

を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　

市
で
は
東
日
本
大
震
災
の

　

被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
対
応
マ

　

ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
避
難
所

　

の
非
常
用
電
源
、
照
明
器
具
、

　

暖
房
器
具
等
の
確
保
の
た
め
資

　

材
等
配
備
を
進
め
て
い
る
が
、

　

集
会
所
は
避
難
場
所
に
指
定
さ

　

れ
て
い
な
い
た
め
資
機
材
配
備

　

に
含
ま
れ
な
い
。
発
電
機
を
保

　

有
し
な
い
、
自
主
防
災
組
織
が

　

結
成
さ
れ
て
い
な
い
町
内
会
へ

　

の
発
電
機
配
備
に
つ
い
て
は
今

　

後
、
復
興
委
員
会
等
で
検
討
し

　

た
い
。

要
望　

県
道
三
沢
・
七
戸
線
の

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
フ
ル
タ

　

商
店
か
ら
六
戸
町
金
谷
川
橋
ま

　

で
道
路
整
備
を
し
て
い
た
だ
き

　

た
い
。

回
答　

歩
道
未
整
備
の
約
９
０
０

　

ｍ
区
間
の
う
ち
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

シ
ョ
ッ
プ
フ
ル
タ
商
店
付
近
か

　

ら
西
側
約
１
９
５
ｍ
に
つ
い
て

　

は
県
に
よ
る
歩
道
整
備
事
業
が

　

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
用

　

地
取
得
及
び
工
事
実
施
に
向
け

　

て
県
と
と
も
に
関
係
者
の
協
力

　

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

　

あ
る
。

　
　

市
と
し
て
は
、
要
望
の
重
要

　

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
と
こ

　

ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
関
係
機

　

関
に
整
備
促
進
を
強
く
働
き
か

　

け
て
い
き
た
い
。

要
望　

当
地
区
に
数
カ
所
あ
る
大

　

規
模
畜
産
事
業
場
か
ら
発
生
す

　

る
悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
お

　

り
、
堆
肥
等
を
処
理
（
加
工
）

　

す
る
企
業
の
進
出
に
よ
っ
て
今

　

ま
で
以
上
に
悪
臭
が
ひ
ど
く
、

　

さ
ら
な
る
対
応
を
お
願
い
し
た

　

い
。

回
答　

市
は
大
規
模
畜
産
事
業
者

　

と
の
間
に
公
害
防
止
協
定
を
締

　

結
し
、
点
検
調
査
の
結
果
報
告

　

を
義
務
付
け
、
基
準
を
超
え
た

　

場
合
は
原
因
究
明
と
と
も
に
改

　

善
計
画
の
提
出
を
求
め
る
な
ど

　

環
境
改
善
へ
の
行
政
指
導
を

　

行
っ
て
い
る
。

　
　

悪
臭
の
発
生
は
様
々
な
要
因

　

が
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

　

と
か
ら
、
引
き
続
き
関
係
機
関

　

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
悪
臭
発

　

生
場
所
の
特
定
と
起
因
者
へ
の

　

指
導
徹
底
に
努
め
、
啓
発
活
動

　

を
実
施
し
、
悪
臭
に
対
す
る
施

　

策
を
推
進
し
た
い
。

会
長
は
じ
め
、
約
80
名
の
町
内
会

長
が
出
席
し
、
常
日
頃
か
ら
皆
さ

ん
が
考
え
て
い
る
意
見
や
要
望
な

ど
を
市
に
伝
え
ま
し
た
。
市
側
か

ら
は
種
市
市
長
は
じ
め
幹
部
職
員

が
出
席
し
、
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ

た
要
望
事
項
21
件
の
中
か
ら
新
規

要
望
等
に
つ
い
て
回
答
し
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
要
望
及
び
回

答
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

く
。
ま
た
、
残
る
区
間
の
早
期

　

事
業
化
に
つ
い
て
は
今
後
も
引

　

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
た

　

い
。

要
望　

市
内
電
波
障
害
解
消
対
策

　

を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　

国
に
対
し
て
調
査
を
依
頼

　

し
た
と
こ
ろ
、
受
信
障
害
と
基

　

地
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は

　

特
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

　

た
が
、
受
信
障
害
の
存
在
を
否

　

定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
東
北

　

防
衛
局
で
は
三
沢
防
衛
事
務
所

　

に
窓
口
を
設
け
、
実
例
の
把
握

　

に
努
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

市
と
し
て
は
、
皆
様
の
意
向

　

を
踏
ま
え
、
国
等
関
係
機
関
と

　

調
整
を
図
り
な
が
ら
適
切
に
対

　

処
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

国
道
３
３
８
号
線
は
通
学

　

路
で
あ
り
大
型
車
両
も
通
行
す

　

る
こ
と
か
ら
危
険
性
が
高
く
、

　

早
急
に
歩
道
拡
幅
の
改
善
を
お

　

願
い
し
た
い
。

回
答　

当
該
道
路
を
管
理
す
る
青

　

森
県
で
は
、
現
在
お
い
ら
せ
町

　

二
川
目
地
区
の
歩
道
整
備
を
進

　

め
て
お
り
、
三
川
目
地
区
に
つ

　

い
て
は
平
成
22
年
度
に
測
量
・

　

調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

西
古
間
木
地
区
町
内
会

連
絡
協
議
会

三
沢
市
連
合
町
内
会

中
央
地
区
町
内
会連

絡
協
議
会

東
部
地
区
町
内
会連

絡
協
議
会

北
部
地
区
町
内
会連

絡
協
議
会

新町
集会所

権現神社

不動神社

薬師神社
公会堂

中央公園

市役所第一中

三沢高校

ゲート

上久保小

一方通行

30m 道路

ミス・ビードル
ドーム三沢駅

マックス
バリュー

月　　日 時　　間 行　　事　　名 場　　　所

８月１８日（木） １８時
山車展示

ミス・ビードルドーム山車審査会
祭りばやし競演会

８月１９日（金）
１６時 御神輿渡御 不動神社出発
１８時 山車合同運行出発式 ３０ロード特設会場
１８時３０分 山車合同夜間運行 ３０ロード出発

８月２０日（土）

１３時 郷土民俗芸能 アメリカ広場
１５時 大仮装行列 市役所前出発
１６時３０分 流し踊り

大町オレンジ広場
１７時３０分 国際サマーフェスティバル

（みこしパレード）

８月２１日（日）
１３時 御神輿還御 薬師神社出発
１３時３０分 山車合同運行 大町交差点合流
１５時５０分 １５山車別れ ３０ロード

日　時　８月１８日 （木） ～２１日 （日）

会　場　ミス ・ ビードルドーム、 市内幹線道路

問い合わせ　三沢市商工会（☎５３－２１７５）

　三沢の夏最大のイベントが今年も４日間に

わたり盛大に開催されます！

　まずは各祭礼が持てる技と想いを込めて

作った１５台の山車が一堂に会す中、激戦を

繰り広げる前夜祭の祭りばやし競演会。夜の

まちを彩る初日の山車合同夜間運行。最終日

には、「祭人」たちが熱い想いをぶつけあう

迫力の１５山車別れ。中日のパレードや流し

踊りに大仮装行列も見逃せません！

　さぁ！一緒に三沢の夏を楽しみましょう！

三沢まつり山車運行経路

　

７
月
21
日
、公
会
堂
に
お
い
て
、

市
政
に
対
す
る
町
内
会
か
ら
の
要

望
を
話
し
合
う
町
内
会
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
会
は
自
主
的
に
組
織
さ
れ

た
団
体
で
、
町
内
の
清
掃
美
化
活

動
や
、
ご
み
の
収
集
場
所
・
防
犯

灯
の
維
持
管
理
、
防
犯
・
防
災
活

動
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
町
内
会
側
か
ら
川
畑
連
合
町
内
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平
成
23
年
三
沢
市
議
会
第
２
回
定

例
会
が
、
６
月
27
日
か
ら
７
月
７
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
23
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
等
の
予
算
案
７
議

案
、
条
例
案
等
17
議
案
、
議
員
提
出

議
案
３
議
案
の
計
27
議
案
が
上
程
さ

れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
30
日
及
び
７
月
１
日

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
一

般
質
問
に
は
９
名
の
議
員
が
登
だ
ん

し
、
市
政
全
般
に
関
わ
る
疑
問
等
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
主
な
議
案
と
そ
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

承
認　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度
三
沢

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
対
策

活
動
に
要
す
る
経
費
及
び
被
災
地
に

お
け
る
災
害
救
助
活
動
に
要
す
る
経

費
の
ほ
か
、
震
災
に
対
す
る
義
援

金
の
受
入
れ
に
伴
う
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
て
及
び
地
方
交
付
税
等

が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
公
共
施
設

等
整
備
基
金
へ
の
積
立
て
が
緊
要
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
補
正
。
こ
の
結

果
、
補
正
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と

も
に
５
億
３
千
５
３
８
万
円
の
増
額

補
正
で
、
既
定
額
と
の
累
計
で
は
、

２
０
０
億
４
千
１
３
８
万
円
と
な
っ

た
。

承
認　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
度
三
沢

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
））

　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
対
策

費
、
被
災
者
に
対
す
る
災
害
援
護
資

金
貸
付
及
び
災
害
見
舞
金
等
の
支
給

に
要
す
る
経
費
、
津
波
に
よ
り
被

災
し
た
三
沢
漁
港
施
設
の
復
旧
に

要
す
る
経
費
等
の
予
算
措
置
が
緊
要

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
補
正
。
こ
の

結
果
、
補
正
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と

も
に
７
億
７
９
０
万
円
の
増
額
補
正

と
な
り
、
既
定
額
と
の
累
計
で
は
、

２
０
３
億
２
９
０
万
円
と
な
っ
た
。

議 会
だ

よ

り

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
27
議
案
を
審
議

会
議
員
の
定
数
を
20
人
か
ら
18
人
に

減
少
す
る
た
め
の
も
の
。
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
次
の
一
般

選
挙
の
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

否
決　

三
沢
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
復

旧
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
財
源
の
一

助
と
な
る
よ
う
一
定
期
間
に
わ
た
り

議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
額
を
減

じ
る
た
め
の
も
の
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
。

可
決　

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

平
成
23
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
現

委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
後
任
の
委
員
を
推
薦
す
る
た
め

の
も
の
。

▼
推
薦
さ
れ
た
方

・
三
田
節
夫
氏
（
六
川
目
）

・
浦
田
秀
人
氏
（
塩
釜
）

・
野
々
宮
幸
子
氏
（
岡
三
沢
）

・
針
田
し
み
子
氏
（
新
森
）

　

市
長
及
び
副
市
長
並
び
に
教
育
長

の
給
与
月
額
を
引
き
続
き
引
下
げ
、

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

も
の
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
23
年
８
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
、

市
長
は
10
％
、
副
市
長
は
５
％
、
教

育
長
は
３
％
、
そ
れ
ぞ
れ
給
与
月
額

を
減
額
す
る
。

可
決　

三
沢
市
指
定
管
理
者
に
よ
る

公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
公
の
施
設
に
三
沢
市

立
中
央
保
育
所
を
加
え
る
た
め
の
も

の
。

同
意　

三
沢
市
副
市
長
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

三
沢
市
副
市
長
に
大
塚
和
則
氏
を

選
任
す
る
た
め
の
も
の
。
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
同
意
。

可
決　

三
沢
市
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

社
会
情
勢
を
考
慮
し
、
三
沢
市
議

可
決　

平
成
23
年
度
三
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

公
共
施
設
等
の
復
旧
に
要
す
る
経
費

及
び
救
助
工
作
車
整
備
事
業
並
び

に
（
仮
称
）
市
道
細
谷
７
号
線
整
備

事
業
等
の
予
算
措
置
の
ほ
か
、
緊
要

な
一
般
行
政
経
費
の
補
正
。
こ
の
結

果
、
補
正
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も

に
６
億
１
千
６
０
万
円
の
増
額
補
正

と
な
り
、
既
定
額
と
の
累
計
で
は
、

２
０
９
億
１
千
３
５
０
万
円
と
な
っ

た
。

承
認　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
三
沢
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
）

　

国
民
健
康
保
険
税
課
税
額
の
上
限

を
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
上
限
を

13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護
納
付

金
課
税
額
の
上
限
を
10
万
円
か
ら

12
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
も
の
。

可
決　

三
沢
市
特
別
職
の
職
員
の
給

料
等
に
関
す
る
条
例
及
び
三
沢
市
教

育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議員表彰

　去る６月１５日に東京都で開催された全国市議会

議長会第８７回定期総会において、当市議会の船見

亮悦議員が議員在職１５年の表彰を受け、本定例会

開会日にその伝達が行われました。

馬場議長㊧より表彰状の伝達を受ける船見亮悦議員㊨▶

トピ
ッ
ク
ス
①

《
議
員
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》
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　先の市長選挙では、震災からの早期の復旧・復興とともに、
三沢市総合振興計画の６つの基本方針に基づく施策の実現を公
約に掲げ、立候補したところであり、結果として無投票で当選
となったことは、過去４年間の実績を概ね評価していただいた
うえで、引き続き市政の舵取りを担う重責を市民から負託され
たものと受け止めている。
　これからの４年間の任期では、三沢市総合振興計画に掲げる
目標の達成のため、市民の幸せの実現に向けて最大限の力を傾
注するとともに、これまで以上に市民との直接対話を重視しな
がら市民への説明責任を果たしていきたい。

上記ほか「東日本大震災に係る対応について（防災計画の見直し、
復旧復興プラン、節電対策）」等の質問がありました。

山　本　弥　一　議員

　種市市長の２期目の抱負は？

Ａ

Ｑ

※

　６月３０日及び７月１日
の本会議では、９名の議員
が市政に対する一般質問を
行いました。
　主な質問項目とそれに対
する市側の答弁の概要は、
次のとおりです。

　当市では、本年６月現在で婦人防火クラブも含め１９団体が
結成され、初期消火や救護・避難等の訓練及び各研修会への参
加等、その地域の災害時における被害の軽減や地域住民のコ
ミュニティ活動に寄与している。
　東日本大震災発生当初の初動活動としては、ほとんどの自主
防災組織が町内の巡回を実施し、避難の呼びかけや一人暮らし
高齢者の安否確認を行っている。また、各組織に配備されてい
る発電機を活用し、停電に対する対策や一人暮らし高齢者のケ
アとして非常食や水の提供、炊き出し等、それぞれの組織の住
民が共に助け合いながら対応した。

上記ほか「市長の２期目の公約について」「防災メール等、災害・
防災情報について」等の質問がありました。

太　田　博　之　議員

　東日本大震災の発生時における各自主防災組
織の活動内容は？

Ａ

Ｑ

※

　喫緊の見直し事項として、防災計画の想定の見直し、災害対
策本部の機能維持、防災情報伝達手段の維持、関連機関との連
絡手段の確保、市民の避難計画、防災計画の市民への周知等が
挙げられる。今回の震災を受け、国の中央防災会議では「防災
基本計画」の地震・津波対策等の抜本的な見直しを進めており、
県の「地域防災計画」の修正等の動向を踏まえたうえで、当市
でも「地域防災計画」の見直しを行いたい。しかしながら計画
の修正には、相当程度時間を要することから、その間に発生す
る災害に備え、発生時の行動等を定めた各種マニュアルの見直
し・作成等を行い、防災対策の強化・充実に全力で取り組みたい。

上記ほか「まちづくり条例制定の必要性について」「英語版ホー
ムページの作成について」の質問がありました。

藤　田　光　彦　議員

　市防災計画の検証と見直しは行われたか？

Ａ

Ｑ

※

　現在、子どもの医療費については、扶養者の所得制限がある
ものの、０歳から小学校就学前の幼児までは、通院・入院とも
に無料となっている。「子ども医療費無料化」の拡大については、
これまでの乳幼児への医療費無料化と同様の内容で、給付対象
を中学生まで拡大し、義務教育を終えるまで医療費の心配をす
ることのない子育て環境の充実を図るものであるが、実施時期
については、県内外の医療関係機関等との調整や協議、さらに
給付対象者への周知期間が必要となるため、来年度を目途に実
施したい。

上記ほか「東日本大震災に伴う被災者支援について」「原子力政
策のあり方について」等の質問がありました。

奥　本　菜保巳　議員

　市長が公約で掲げる「子どもの医療費無料化」
を中学校卒業まで拡大する時期は？

Ａ

Ｑ

※

　市では、効率的で効果的な公の施設の管理運営を図るととも
に、民間事業者等のノウハウを活用した利用者サービスの向上
のため、平成１８年度に指定管理者制度を導入している。市と
自治振興公社との関係については、他の団体同様、三沢市指定
管理者候補者選定委員会において、各団体から提出された事業
計画書やヒアリングを基に審査を行い、選定基準に照らしなが
ら総合的に判断し、最も適当と認められる団体を管理者に指定
している。自治振興公社の採用に関しても、公平性を第一義に
行ってきているが、市民からの誤解や疑念を招かぬよう見直し
も含めて検討したい。

上記ほか「原子力発電に係る監視体制の整備について」「公共施
設へのペレット燃料の導入について」等の質問がありました。

野　坂　篤　司　議員

　「指定管理者制度」の導入により、市と自治振
興公社との関係性が市民に理解できなくなって
いるがどうか？

Ａ

Ｑ

※

　新幹線ダイヤに合わせ上下線で４本増便されたほか、三沢駅
正面口に「青い森たびショップ三沢」が開設されたことにより、
ＪＲ切符の販売時間の拡大やクレジットカードの使用が可能と
なるなど、一部で利便性の向上が図られている。
　ダイヤ編成にあたっては、様々な要素が複雑に絡み合う中で、
通学・通勤時間帯の運行本数を確保する必要があり、一方で全
ての新幹線に接続させることは、現状では非常に難しい状況と
のことである。青い森鉄道㈱では、次回のダイヤ改正に向け、
様々な方策を検討し、より利便性の高いダイヤ構築に取り組む
とのことであり、当市としても、青い森鉄道㈱に対し、さらな
る改善を働きかけていきたい。

上記ほか「自治基本条例制定の必要性について」の質問がありま
した。

天　間　勝　則　議員

　３月のダイヤ改正後、青い森鉄道の運行状況
はどうか？

Ａ

Ｑ

※

　「被災者支援システム」は、住民の被災状況や避難先住所等
を管理し、総合的に被災者を支援するシステムであり、( 財 )
地方自治情報センターが全国に無償で提供しているものであ
る。このシステムの導入にあたっては、専用のサーバーや端末
機等のハードウェア、正確性を確立するための住民基本台帳
データ等の取り込みが必要となるうえ、セキュリティ対策や
ネットワークの構築等、解決すべき問題が多く存在することか
ら、この度の震災対応の検証をもとに、このシステムの導入の
みを前提とするのではなく、他の選択肢も含めて広く情報収集
に努め、研究していきたい。

上記ほか「災害時要援護者支援について」「介護支援ボランティ
ア活動ポイント制度の導入について」等の質問がありました。

春　日　洋　子　議員

　「被災者支援システム」を導入する考えはない
か？

Ａ

Ｑ

※

　東日本大震災では、巨大津波やそれに起因する長時間の停電
等により、非常用電源や照明器具、暖房器具、各種燃料等の確
保、電話の不通、避難場所の不徹底等、多くの問題が発生した
ことから、現在、震災時における各部署の対応状況を検証して
いるところである。今後はこの検証を踏まえ、災害発生時の行
動等を定めた各種マニュアルの見直しを行いたい。また、今年
度の防災訓練を避難誘導、避難所開設運営等、町内会や自主防
災組織等を中心とする市民参加型の実践訓練とし、これらを通
じた各種マニュアルの実証も行いたい。

上記ほか「東日本大震災に係る対応について（復旧の全体像、復
興に関する委員会の設置、住宅等の耐震化）」の質問がありました。

鈴　木　重　正　議員

　東日本大震災に係る当市の対応等について、
どのような総括がなされているか？

Ａ

Ｑ

※

　当市では「高齢者実態調査事業」として、一人暮らし高齢者
の生活状況・健康状態・要望等を調査し、各種サービスの利用
に繋げているほか、「緊急通報装置設置事業」では、相談や緊
急時の対応ができるシステムにより、一人暮らしの孤立・不安
の解消に努めている。また「配食サービス」として、昼食の宅
配と同時に安否確認を行っているほか、「ほのぼのコミュニティ
２１推進事業」では、民生委員を中心とした交流員が見守りや
支援活動を行っている。さらに、三沢市総合振興計画でも「地
域福祉の充実」を掲げ、地域社会における福祉問題に対し、地
域で支える体制を整備するため「三沢市地域福祉計画」の策定
に取り組んでいる。

上記ほか「電力使用量１５％削減について」「防災教育・防災対
策について」の質問がありました。

加　澤　　明　　議員

　当市における一人暮らし高齢者への対策は？

Ａ

Ｑ

※

傍聴のお願い

　議会では、市民生活に直結した重要な問題が審議さ

れています。市民の皆様が選んだ議員の活動や市政の

動きを知るためにも議会の傍聴にお越しくださいます

ようお願いします。

　なお、傍聴席は５０

席と数に限りがあり

ますので、団体等で傍

聴される方は、事前に

議会事務局までご連

絡をお願いします。
▲傍聴席から見た議場内の様子
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定
し
て
お
り
、
今
後
は
、

８
月
か
ら
指
定
管
理
者
を

募
集
し
、
候
補
者
を
選
定
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
指
定

管
理
を
開
始
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

３
点
目
の
東
日
本
大
震

災
に
係
る
当
市
の
義
援
金

配
分
状
況
に
つ
い
て
で
は
、

被
災
者
支
援
に
関
す
る
制

度
の
概
要
と
義
援
金
の
配

分
状
況
等
に
つ
い
て
そ
の

仕
組
み
等
を
確
認
し
ま
し

た
。

民
生
常
任
委
員
会

　

去
る
６
月
13
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
次
の
３
件

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

１
件
目
の
河
川
の
水
質

保
全
に
つ
い
て
は
、
古
間

木
川
の
現
地
視
察
を
行
い
、

水
質
調
査
の
状
況
や
古
間

木
川
周
辺
整
備
の
経
過
等

を
調
査
し
ま
し
た
。
古
間

木
川
は
、
生
活
排
水
重
点

地
域
に
指
定
さ
れ
、
水
質

保
全
に
努
め
て
い
る
も
の

の
土
砂
の
堆
積
等
の
影
響

に
よ
り
、
大
腸
菌
群
数
が

基
準
値
を
超
過
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

昭
和
50
年
度
か
ら
改
修
工

事
が
行
わ
れ
、
平
成
８
年

度
か
ら
平
成
20
年
度
に
か

け
、
三
沢
駅
周
辺
の
河
川

改
修
と
併
せ
て
橋
梁
４
基

と
付
け
替
え
道
路
等
を
整

備
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

２
点
目
の
中
央
保
育
所

運
営
移
行
に
関
す
る
進

ち
ょ
く
と
今
後
に
つ
い
て

で
は
、
中
央
保
育
所
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

市
で
は
今
年
４
月
に
行
政

経
営
会
議
に
お
い
て
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
決

委
員
長　

西
村　

盛
男

善
の
た
め
の
取
組
を
調
査

し
、
市
か
ら
主
な
改
善
点

と
し
て
、
新
幹
線
と
の
接

続
便
や
通
勤
・
通
学
時
間

帯
の
運
行
便
数
を
増
加
さ

せ
た
こ
と
や
、
三
沢
駅
に

設
置
さ
れ
た
「
青
い
森
た

び
シ
ョ
ッ
プ
三
沢
」
で
Ｊ

Ｒ
券
等
を
買
い
求
め
や
す

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
３
件
目
の
十
和
田

観
光
電
鉄
の
鉄
路
維
持
に

つ
い
て
は
、
十
和
田
観
光

電
鉄
が
、
鉄
道
の
設
備
投

資
に
対
す
る
国
や
自
治
体

か
ら
の
補
助
金
が
今
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
来
年
度
以
降
も
新
た

な
支
援
を
要
請
し
て
い
る

と
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の

対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
十
和
田
観
光

電
鉄
㈱
の
厳
し
い
経
営
状

況
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

今
後
は
県
や
沿
線
自
治
体

と
の
協
議
の
中
で
、
当
該

路
線
の
存
在
意
義
も
含
め
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
（
要
旨
）

　

去
る
６
月
23
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
次
の
３
件

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

１
件
目
の
東
日
本
大
震
災

に
係
る
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
か
ら
被
害
状
況
や
義
援

金
の
配
分
、
今
後
の
予
定

等
の
説
明
が
あ
り
、
主
な

内
容
と
し
て
、
被
害
総
額

は
約
76
億
２
千
７
４
２
万

円
。
義
援
金
は
総
額
で
約

７
千
９
１
２
万
円
。
今
後

の
予
定
と
し
て
、
今
年
度

中
に
ガ
レ
キ
撤
去
を
終
え

る
ほ
か
、
津
波
被
害
を
受

け
た
淋
代
保
育
所
を
来
年

４
月
に
開
所
さ
せ
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
２
件
目
の
青
い
森

鉄
道
三
沢
駅
の
利
便
性
向

上
に
つ
い
て
は
、
利
用
改

委
員
長　

堀　

光
雄

航
空
機
産
業
等
の
企
業
集

積
に
つ
い
て
②
基
地
交
付

金
の
改
善
に
つ
い
て
③
防

衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
運
用
改
善
に
つ
い
て
④

再
編
交
付
金
の
交
付
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
⑤
（
仮

称
）
水
辺
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
⑥
（
仮
称
）
国
際

交
流
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
つ
い
て
⑦
航
空

機
騒
音
の
規
制
措
置
に
つ

い
て
⑧
基
地
周
辺
住
民
対

策
の
充
実
に
つ
い
て
⑨
地

域
振
興
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
の
以
上
９
項
目
と

し
ま
し
た
。

基
地
対
策
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
中
間
報
告
（
要
旨
）

　

去
る
６
月
21
日
、
委
員

会
を
開
催
し
、
次
の
２
件

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

１
件
目
の
昨
年
度
実
施

し
た
国
に
対
す
る
基
地
周

辺
対
策
要
望
の
進
ち
ょ
く

状
況
で
は
、
四
川
目
地
区

３
戸
、
五
川
目
地
区
４
戸

の
移
転
調
査
費
が
つ
い
た

こ
と
や
、
９
条
交
付
金
の

支
給
対
象
事
業
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

要
望
内
容
が
実
現
に
向
け

動
き
出
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
他
、
国
・
米
軍
等
の

発
注
す
る
工
事
及
び
調
達

物
資
の
受
注
状
況
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
、
航
空
機
産

業
等
の
企
業
集
積
で
は
、

県
と
市
が
合
同
で
進
め
る

航
空
機
産
業
誘
致
構
想
と

し
て
、
整
備
・
修
理
部
門

の
誘
致
・
集
積
を
目
指
す

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
件
目
の
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
望
行
動
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
具
体
的
な
項
目

と
し
て
①
三
沢
飛
行
場
第

２
滑
走
路
の
早
期
着
工
と

委
員
長　

小
比
類
巻　

正
規

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
で

は
、「
現
状
で
は
対
面
通
行

は
不
可
能
」
と
の
結
論
に

至
っ
た
前
回
の
会
議
内
容

を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
解
消

す
る
た
め
の
具
体
策
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
後
の
市

の
取
組
と
し
て
、
庁
内
関

係
課
に
よ
る
検
討
、
三
沢

警
察
署
及
び
県
道
路
担
当

課
と
の
協
議
、（
仮
称
）
一

方
通
行
解
除
検
討
協
議
会

の
設
置
、
道
路
状
況
・
交

通
量
・
消
費
ニ
ー
ズ
等
の

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
な

ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

　

去
る
６
月
17
日
、
委
員

会
を
開
催
し
、
次
の
２
件

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

１
件
目
の
Ｍ
Ｇ
プ
ラ
ザ

の
運
営
に
つ
い
て
で
は
、

新
体
制
で
の
経
営
に
大
き

く
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た

市
か
ら
今
後
の
経
営
方
針

が
示
さ
れ
、
Ｍ
Ｇ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
並
び
に
Ｍ

Ｇ
プ
ラ
ザ
を
再
生
す
る
た

め
の
基
本
方
針
と
し
て
、

米
軍
基
地
・
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に

特
化
し
た
経
営
を
行
い
、

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
。
有
力

な
テ
ナ
ン
ト
が
現
れ
な
い

場
合
は
、
Ｍ
Ｇ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
が
新
会
社

を
設
立
し
、
自
ら
店
舗
経

営
に
乗
り
出
す
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
現
状
の
駐
車

場
を
拡
充
す
る
こ
と
や
、

悪
い
イ
メ
ー
ジ
の
払
し
ょ

く
の
た
め
、
会
社
名
・
施

設
名
の
変
更
も
検
討
中
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

２
件
目
の
交
通
規
制
（
一

方
通
行
）
の
解
除
に
向
け

委
員
長　

船
見　

亮
悦

お
知
ら
せ

○
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

次
回
の
定
例
会
は 

９
月
上
旬 
を
予
定
し
て

　

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

傍
聴
記
録

○
平
成
23
年
第
２
回
定
例
会

　

傍
聴
者
数　

延
べ
51
名
（
前
回
比
±
０
名
）

お
問
合
せ

三
沢
市
議
会
事
務
局

電
話
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
53
―
５
５
０
０

メ
ー
ル
：gikai@

city.m
isaw

a.lg.jp

▶
６
月
24
日
、
三
沢
基
地
周
辺
町
内

　

連
合
会
か
ら
議
会
に
対
す
る
陳
情

　

の
様
子

◀
拡
充
が
検
討
さ
れ
る
Ｍ
Ｇ
プ
ラ
ザ

　

の
駐
車
場

▶
６
月
16
日
に
開
設
さ
れ
た
「
青
い

　

森
た
び
シ
ョ
ッ
プ
三
沢
」

◀
三
沢
駅
東
側
を
流
れ
る
古
間
木
川

　

の
様
子

祝・世界初太平洋無着陸横断飛行成功８０周年記念

　本年がミス・ビードル号による世界初の太平洋無着

陸横断飛行８０周年の記念すべき年にあたることから、

市議会においても、祝賀ムードを盛り上げるため、本

定例会の会期中、議場内にミス・ビードル号の模型機

を展示しました。

◀議長席隣に飾られたミス・ビードル号の模型（市職員製作による）

トピ
ッ
ク
ス
②

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

毎
年
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
の
期
間
は
、

　

議
会
が
開
催
す
る
各
種
会
議
（
本
会
議
は
除

　

く
）
に
お
い
て
、
紀
律
を
著
し
く
損
な
わ
な
い

　

程
度
の
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、ノ
ー
上
着
等
）

　

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議会だより
委員会活動報告
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真夏に涼を求めて　
みさわ小川原湖水まつり 7 月 17 日
　雲一つない青空のもと、第 51 回目となる小川原湖水まつりが開催

され、真夏日となったこともあって、多くの家族連れが涼を求め湖

畔を訪れました。

　主催者である市観光協会佐々木清会長の「安全性を高め、事故の

ない素晴らしいシーズンにしたい」とのあいさつと、第一幼稚園園

児による吹奏楽の演奏で幕を開けたこのまつり。湖畔には水着姿の

親子が気持ちよさそうに水遊びを楽しみ、ゴーカイジャーショーや

フラダンスショー、大抽選会など多くのイベントでにぎわいました。

　中でも、『世界のカブト・クワガタ展』は多くの人で溢れ、ヘラク

レスオオカブトなどの巨大なカブトムシ・クワガタムシに子供たち

はもちろん大人も興味深々。おそる

おそる触れる子どもたちと一緒に楽

しんでいました。　

◀
勝
利
へ
の
思
い
を
込
め
、
ゴ
ー
ル
を
見
据
え

　
る
眼
差
し
は
真
剣
そ
の
も
の

全力で、勝負！
小学校陸上競技大会 6 月 22 日
　「被災された方々に勇気と希望を与えられるよう精一杯競

技に取り組むことを誓います」という三沢小学校 6 年の古

川陽大くんの力強い選手宣誓で幕を開けた小学校陸上競技大

会。

　この日は立っているだけでも汗ばむような暑さ。しかし、

各校応援席からの止むことのない声を枯らすほどの声援が大

会を盛り上げ、観客の方々も食い入るような真剣さで競技を

見守る中、選手たちは暑さに負けず競技に取り組んでいまし

た。

　総合優勝は 5 年生が岡三沢小学校、6 年生が古間木小学

校となりましたが、どちらも 2 位とは僅差で最後まで優勝

の行方がわからない熱気のある大会となりました。

◀
式
終
了
後
、
配
布
さ
れ
た
制
服
を
身
に
つ
け
、

　
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た

みんなを守る交通少年団！
交通少年団 入団式 6 月 23 日
　子どもたちが周囲の人々に交通安全を呼びかけながら、マ

ナーや決まりを守り、思いやりのある心を持った社会人に

育つことを目指して、昭和 56 年に結成された交通少年団。

以来毎年、市内全小学校から推薦を受けた 5 年生が入団し、

卒業までの 2 年間活動しています。この日は今年度の新団

員の入団式が行われました。

　古間木小学校 5 年の刈谷愛唯さんは 28 名の新団員を代

表して「交通安全のリーダーとして、子どもの交通事故がな

くなるよう頑張ります」とあいさつしました。新団員は、先

輩の 6 年生団員と共に夏の交通安全運動市民総決起大会に

おける広報活動をはじめ、県警本部での研修のほか各種交通

安全活動に取り組みます。

身を乗り出してカブトムシに触れようと
する男の子▶

◀フラダンスショーなど数多くのイベン
　トが会場を盛り上げました　

◀
悪
戦
苦
闘
す
る
選
手
の
姿
に
大
笑
い
し
な
が

　
ら
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た

まだまだ元気！和気あいあい♪
健康スポーツ大会 6 月 24 日
　高齢者の健康増進を目的として市老人クラブ連合会が主催

するこの大会に市内から 39 の老人クラブ、総勢約 570 人

が集まり、6 つの組に分かれて各種競技を楽しみました。

　競技はどれも手足を器用に使って物を運んだり投げたりの

障害物レース。しかも各競技、1 組から選出された選手によ

るリレー形式ということで、互いに助け合いながら抜きつ抜

かれつの好勝負が繰り広げられました。

　皆さん、まだまだ元気とはいえ、趣向を凝らしたレースは

どれも一筋縄ではいかない様子。健康増進はもちろん、気心

の知れた仲間とのコミュニケーションを心行くまで楽しんだ

1 日でした。

◀
暑
い
日
差
し
の
中
で
汗
ば
み
な
が
ら
の
作
業
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

プロの技で恩返し
せん定ボランティア 7 月 6 日
　総合社会福祉センター周辺で県南地区造園組合によるせん

定ボランティア活動が行われました。

　同組合は、地元に何か恩返しをしたいと市民が多く出入り

するセンター周辺の植栽を毎年ボランティアで整備をしてお

り、今年で８年目になります。この日参加したのは、組合に

加入する 7 社から約 20 名。ツツジや松の木のせん定、敷

地内の芝刈りなどを行いました。作業が始まると流れるよう

な手さばきで次々とせん定を進め、植栽を見る目は真剣その

もの。何度も出来を確認しながら細部までこだわっている姿

はまさにプロを感じさせるものでした。

　立ち止って目をとめれば、彼らの技術と共に地域への想い

を感じとれることでしょう。

◀
笑
顔
で
触
れ
合
う
頬
と
頬
。
お
互
い
へ
の
確

　
か
な
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

わんこもにゃんこも大好き！
わんにゃんふれあいランド 6 月 25 日
　県立三沢航空科学館前の大空ひろばにおいて、わんにゃん

ふれあいランドが開催されました。

　これは、動物愛護支援の会八戸と外和警察犬訓練所の協力

を得て、動物たちとの触れ合いを通して生命の大切さを感じ

てほしいと催されたものです。

　参加者は、同会や関係者が連れてきた可愛い猫やりりしい

犬などの動物たちと抱き合ったり散歩をしたりと触れ合いを

楽しみました。また、翌 26 日には警察犬の実演としつけ教

室が行われ、参加者はその精かんな姿に、しつけの大事さと

共に動物への愛情や人間と動物の信頼関係を感じていまし

た。

◀
三
沢
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
育
っ
た
太
田
氏
。

　
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
伝
え
て
欲
し
い
で
す
ね

ふるさとの魅力を全国に
太田幸司氏が観光大使に任命 7 月 15 日
　三沢市をＰＲする観光大使として、プロ野球解説者で女子

プロ野球機構のスーパーバイザーである太田幸司氏と㈲テラ

ヤマ・ワールド代表取締役の九條今日子氏が任命され、この

日市長室を訪れた太田氏に委嘱状と市の特産品などを紹介す

る大使の名刺６千枚が手渡されました。

　太田氏は「自分の住む関西ではあまりなじみがないので、

三沢市の魅力を広めていければ」と力強く抱負を話し、種市

市長は「三沢といえば太田幸司、太田幸司といえば三沢と言

われるが、三沢市がどういう市かはあまり知られていない、

ぜひ良さを広めていただきたい」と話しました。

　太田氏の任期は平成 26 年 3 月末まで、任期中は三沢市

の知名度向上のために特産品のＰＲ活動などを行います。

24市役所代表　☎ 53-511125 広報みさわ　2011・8

できごと

つうしん



３日（水）・17 日（水）
９月７日（水）

13 時～ 16 時

16 日（火）
13 時～ 16 時

23 日（火）
13 時～ 16 時

８日（月）
10 時～ 15 時

17 日（水）
13 時～ 16 時

11 日（木）
13 時～ 16 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

毎週月～金
８時 15 分～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

堆
肥
の
悪
臭
防
止

悪
臭
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

　

堆
肥
の
悪
臭
に
つ
い
て
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
堆
肥
に

は
シ
ー
ト
を
か
け
る
等
の
悪
臭
対

策
を
施
し
た
り
、
田
畑
に
散
布
し

た
場
合
は
す
ぐ
に
混
ぜ
込
む
な
ど

し
て
、
悪
臭
発
生
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
堆
肥
を
適
切
な
場
所
以

外
へ
置
く
こ
と
は
法
律
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
９
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

平
成
23
年
度
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

青
森
県
下
水
道
協
会
実
施
の
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
19
日
㈬
14
時
～

と
こ
ろ　

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　

プ
ラ
ザ
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

受
験
料　

８
０
０
０
円

受
付
期
間　

８
月
19
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
６
日
㈫

申
込
方
法　

書
類
持
参

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
送
不
可
）

※
申
込
書
は
下
水
道
課
で
配
布
し

　

ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

下
水
道
課
排
水
設
備
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
８
）

先
人
記
念
館
の
お
知
ら
せ

燻
蒸
作
業
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

と　

き　

８
月
23
日
㈫
～
26
日
㈮

▼
問
合
せ　

先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
（
☎
59
―
３
０
０
９
）

市
民
の
森
温
泉
浴
場
の
お
知
ら
せ

営
業
日
を
変
更
し
ま
す

臨
時
開
館
日　

８
月
15
日
㈪

臨
時
休
館
日　

８
月
22
日
㈪

▼
問
合
せ　

市
民
の
森
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー　
（
☎
59
―
３
３
８
８
）

農
業
者
戸
別
補
償
制
度

集
落
営
農
の
法
人
化
を
支
援
し
ま
す

　

集
落
営
農
が
法
人
化
し
た
場

合
、
定
額
40
万
円
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
集
落
営
農
を
経
由
せ

ず
に
法
人
化
し
た
場
合
で
も
、
集

落
等
を
単
位
と
し
た
農
地
の
受
け

手
と
し
て
活
動
す
る
場
合
は
交
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

主
な
要
件

①
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
10

　

日
ま
で
に
法
人
設
立
登
記

②
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に

　

加
入

③
構
成
員
が
３
戸
以
上

申
込
締
切　

８
月
31
日
㈬

※
詳
し
い
申
込
方
法
に
つ
い
て
は

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ　

農
政
水
産
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
９
）

お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
販
売
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
―
２
２
１
１
）

国
際
交
流
子
ど
も
音
楽
劇

白
雪
姫
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

と　

き　

８
月
27
日
㈯
15
時
～

　
　
　
　
　
　
（
14
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

公
会
堂
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料（
整
理
券
が
必
要
）

※
整
理
券
は
市
民
課
ま
た
は
国
際

　

交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

　

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

　

中
止
以
前
の
整
理
券
を
お
持
ち

　

の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
合
せ

国
際
交
流
課
（
☎
51
ー
１
２
５
５
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●仕事の悩み相談
問 場 就職支援センター（☎ 27-6005）
※要電話予約

●労働条件・年金相談
問 場 就職支援センター（☎ 27-6005）
※要電話予約

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場ふれあいの館

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

製
本
講
座

　

修
理
や
製
本
、
豆
本
作
り

と　

き　

８
月
20
日
㈯
15
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

三
沢
の
歴
史
④

　
　
　
　
　

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号

と　

き　

８
月
20
日
㈯
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

玄
関
前
ア
プ
ロ
ー
チ

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

　

図
書
館
（
☎
53
―
６
０
４
０
）

三
沢
病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

家
族
で
音
楽
を
楽
し
も
う
！

と　

き　

８
月
７
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

イ
マ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

曲　

目　

♪
イ
マ
ジ
ン
♪
上
を
向

　
　
　
　

い
て
歩
こ
う
♪　

な
ど

参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

わ
か
り
や
す
い
音
楽
会

元
気
な
子
ど
も
大
歓
迎
で
す

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
子
ど
も
に
も
わ

か
り
や
す
く
、
堅
苦
し
く
な
く
聴

け
る
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

８
月
７
日
㈰
11
時
～

と
こ
ろ　

Ｍ
Ｇ
プ
ラ
ザ
２
階

出　

演　

ミ
セ
ス　

ビ
ー
ド
ル

▼
問
合
せ　

ミ
セ
ス　

ビ
ー
ド
ル　

古
田

（
☎
０
９
０
―
８
７
８
０
―
９
６
０
８
）

陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

プ
チ
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

芸
能
人
や
著
名
人
の
似
顔
絵
展

を
開
催
し
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
26
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
２
日
㈮

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
53
―
８
７
１
１
）

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

め
ざ
せ
！
パ
イ
ロ
ッ
ト
体
験
教
室

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
た
め
の
秘

け
つ
や
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

災
害
派
遣
の
体
験
談
！

と　

き　

８
月
28
日
㈰
13
時
～

と
こ
ろ　

Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

定　

員　

１
６
０
名
（
無
料
）

※
講
演
終
了
後
に
は
、
基
地
見
学

　
（
要
事
前
予
約
）
も
予
定
し
て

　

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
館
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

　

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

と
な
み
盆
踊
り
大
会

夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
盆
踊
り
！

と　

き　

８
月
15
日
㈪
16
時
～
21
時

と
こ
ろ　

斗
南
藩
記
念
観
光
村

　

道
の
駅
み
さ
わ
「
く
れ
馬
ぱ
～
く
」

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
16
日
㈫

▼
問
合
せ　

道
の
駅
み
さ
わ

く
れ
馬
ぱ
～
く
（
☎
59
―
２
７
１
１
）

公
開
デ
ー
２
０
１
１

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

研
究
施
設
・
成
果
の
公
開
、
ミ

ニ
講
座
、
畑
作
物
・
稲
作
の
相
談
、

農
産
物
加
工
試
作
品
の
展
示
・
試

食
、
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
な
ど

と　

き　

９
月
９
日
㈮
９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

野
菜
研
究
所
ほ
か

▼
問
合
せ

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
53
―
７
１
７
１
）

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

第
４
講
座
を
受
講
し
ま
せ
ん
か

と　

き　

８
月
27
日
㈯
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

演　

題　
「
も
っ
と
若
く
美
し
く
！

　

お
し
ゃ
べ
り
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」

講　

師　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

野
菜
ソ
ム
リ
エ　

上
明
戸
華
恵　

氏

受
講
料　

無
料

▼
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
―
８
７
１
１
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

９
月
27
日
㈫
～
28
日
㈬

　
　
　
　

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー

定　

員　

90
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

５
０
０
０
円

受
付
期
間　

８
月
８
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
９
日
㈮

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

　

申
込
書
に
受
講
料
を
添
え
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
―
４
２
７
９
）

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

８
月
27
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

８
名
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
―
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

洋
裁
・
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

洋
裁
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で

と　

き　

９
月
13
日
㈫
、
27
日
㈫

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

公
会
堂

講　

師　

元
洋
裁
専
門
学
校
教
諭

　
　

１
級
洋
裁
師　

浜
田
ゆ
り
子

定　

員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
０
０
０
円（
教
材
費
）

持
ち
物　

洋
裁
用
具
、筆
記
用
具
、

　
　
　
　

も
の
さ
し
（
50
㎝
）

※
初
日
は
残
布
（
20
㎝
×
20
㎝
位

　

を
２
枚
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

浜
田
ゆ
り
子

（
☎
０
９
０
―
７
０
６
３
―
４
８
５
６
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

楽
し
く
踊
り
な
が
ら
健
康
づ
く
り

と　

き　

毎
週
金
曜
日
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

中
央
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

会　

費　

月
５
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ

三
沢
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会

　
　
　
　
　
（
☎
59
―
２
５
６
４
）

市
民
文
化
祭
展
示
部
門

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
あ
な
た
も

作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

11
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂

募
集
作
品　

美
術
・
文
芸

出
品
資
格　

高
校
生
以
上
の
市
民

申
込
締
切　

９
月
11
日
㈰

▼
申
込
み
・
問
合
せ

中
央
公
民
館
（
☎
53
―
８
７
１
１
）

社
会
人
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

三
沢
イ
ー
グ
ル
ス　

メ
ン
バ
ー
募
集

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る

方
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

と　

き　

５
月
～
11
月
頃

　
　
　

毎
週
日
曜
日
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

南
山
屋
外
運
動
場

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

三
沢
イ
ー
グ
ル
ス　

坂
本

（
☎
０
９
０
―
８
２
５
９
―
０
０
２
０
）

Ｅ
メ
ー
ル

m
isaw

a_softball@
yahoo.co.jp
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広 告広 告

弓道教室
日本古来の武道で精神統一！
日　　時　９月中の火曜日と木曜日および３０日（金）
　　　　　１９時～２０時４５分（全１０回）
場　　所　総合体育館弓道場
対　　象　高校生以上
定　　員　１２名（先着順）
受 講 料　１５００円（使用料、保険料込）
申込締切　８月２９日（月）１７時
※当日は運動しやすい服装で、タオルをご準備ください。
★申込み・問合せ先　総合体育館（☎５３－１２１８）

①水の入ったバケツなどを用意しましょう

②花火を人や家に向けるのはやめましょう

③燃えやすい物の近くで遊ぶのはやめましょう

④たくさんの花火に一度に火をつけるのは

　やめましょう

⑤筒もの花火は筒の中を絶対にのぞかない

　ようにしましょう

⑥花火は大人と一緒に遊びましょう

⑦風の強いときは花火遊びはやめましょう

花火遊びは正しく楽しく

ワンポイント消防

ストレッチヨガ講座

ヨガには年齢や性別、柔軟性も関係ありません。呼吸法と
アーサナ（ポーズ）を取ることで健康な心身を作ります。
日　　時　９月９日、１６日、３０日、１０月７日、１４日
　　　　　の金曜日１０時～１１時２０分（全５回）
場　　所　総合体育館武道場
対　　象　高校生以上
定　　員　２５名（先着順）
受 講 料　１０００円（使用料、保険料込）
申込締切　９月６日（火）１７時
※当日は運動しやすい服装でヨガマット（バスタオル可）
　をご準備ください。
★申込み・問合せ先　総合体育館（☎５３－１２１８）

チャレンジ・ザ・マリンスポーツ
小川原湖でカヌー体験に挑戦しよう！
日　　時　９月３日（土）～４日（日）の１泊２日
　　　　　受付　３日１２時３０分～
　　　　　解散　４日１３時３０分
場　　所　公立小川原湖青年の家、小川原湖及びその周辺
内　　容　カヌー体験～川を下って小川原湖へ！！～
定　　員　２０名（先着順）
参 加 料　４０００円（食事・シーツ洗濯代、交流会費等）
持 ち 物　水着、帽子、防風着、ウォーターシューズ、
　　　　　上履き、着替、洗面・入浴用具、タオル、等
申込締切　８月２９日（月）
※カヌー、ライフジャケット等は青年の家で準備します。
　カヌー等お持ちの方はご持参くださっても構いません。
★申込み・問合せ先　公立小川原湖青年の家
　　　　　　　　　　（☎５６－２３９３）

住宅用火災報知器の設置（寝室、階段等）がまだのご家庭は

早急に設置しましょう。　　　　　　　　　消防本部予防課
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ＩＴ経理資格取得ナイトカレッジ
日商簿記検定３級・電子会計実務検定３級取得セミナー
日　　時　８月２２日（月）～１０月５日（水）のうち
　　　　　１８日間　１８時～２０時３０分
場　　所　県地域共同就職支援センター・三沢コーナー
対 象 者　離職者、非正規労働者、離職予定者など
定　　員　１５名（応募動機による選考あり）
受 講 料　無料（テキスト代など一部自己負担あり）
申込締切　８月１６日（火）
★申込み・問合せ先　青森県共同就職支援センター
　　　　　　　　　　（☎２７－６００５）

自衛官を募集します
募集種目 応募資格

（平成２４年４月１日基準）
受付期間 試験期日 試験場所（予定）

航空学生 男女
高卒（見込含）

２１歳未満 ８月１日（月）

～

９月９日（金）

９月２３日（金祝）
北里大学

（十和田市）
一般曹候補生 男女

１８歳以上
２７歳未満

９月１７日（土）

自衛官候補生（任期制）
女 ９月２６日（月） 陸自八戸駐屯地
男 ９月２７日（火） 空自三沢基地

★問合せ　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所（☎５３－１３４６）

第２学期放送大学 学生募集
　放送大学では、平成２３年度第２学期（１０月入学）の学生
を募集しています。
　放送大学は、テレビなどの放送を利用して授業を行う通信制
の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。また、これまでのインターネット配信
に加え、１０月１日からＢＳデジタル放送を使って授業を受け
ることが可能になり、全国どこでもだれでもご覧いただけます。
　詳しくは、放送大学ホームページ（http://www.ouj..ac.jp）ま
たは下記にて無料で配布する資料をご覧ください。
申込締切　８月３１日（水）

★資料請求・問合せ　
　放送大学青森学習センター（☎０１７２－３８－０５００）
　八戸サテライトスペース（☎０１７８－７０－１６６３）

水道メーターの定期交換

三沢駅や鉄道の懐かしい資料や思い出話はありませんか？
　先人記念館では三沢駅や鉄道の歴史を調査し、企画展「南部の鉄道展」にてご紹介
したいと考えています。三沢駅・鉄道関係の写真、ポスターやチラシなどの広報物、グッ
ズ、資料などがあれば、ぜひお持ちください。
　また、「三沢駅・鉄道の思い出座談会」を開催します。明治から昭和にかけての三沢
駅や鉄道について互いに語り合い、思い出話に花を咲かせましょう！
　地域の歴史や魅力を埋もれさせず、今を生きる人が誇りを持って地域を愛せるよう
継承していくためにご協力をお願いします。

日　時　８月２６日（金）１３時～１５時（時間内であれば自由にお越しください）
場　所　春日台社会福祉センター（三沢駅正面口前）
※お持ちいただいた資料等は、後日展示の為の借用のご相談をする場合があります。
★問合せ　先人記念館（☎５９－３００９）

警察官Ｂ（大卒者以外）募集
来たれ！若き力　正義の心
採 用 予 定　平成２４年４月
応 募 資 格　昭和５４年４月２日以降、平成６年４月１日
　　　　　　までに生まれた方
　　　　　　（大学卒業者及び大学卒業見込者を除く）
受 付 期 間　８月８日（月）～９月２日（金）
一次試験日　９月２５日（日）
試 験 場 所　八戸工業高等学校　ほか
※試験案内・申込書は現在配布中です。
　詳しくはお問い合わせください。

★問合せ　三沢警察署（☎５３－３１４５）

アフタービクス講座
ママのためのエクササイズ！
日　　時　８月３１日、９月１４日、２８日の水曜日
　　　　　１０時～１１時３０分（全３回）
場　　所　総合体育館武道場
対　　象　出産後２カ月～３年のママさん（子ども連れ可）
定　　員　２０名（先着順）
受 講 料　８００円（使用料、保険料込）
申込締切　８月２９日（月）１７時
※当日は運動しやすい服装で
　室内シューズ、汗拭きタオル、
　水分補給用ドリンクをご準備ください。
★問合せ先　総合体育館（☎５３－１２１８）

　今年度、以下の地区の水道メーターが交換になります。
事前に各戸にお知らせしますので、ご協力をお願いします。

　本町、薬師、千代田町、日の出、深谷、南山、浜三沢、
　字南山の一部、堀口の一部

なお、交換は８月の中旬から無料で実施します。

★問合せ　水道施設課（内線３３７）
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月 保健の だ よ り

休 日 救 急 診 療

８
　熱中症とは室温や気温が高い中での作業や運

動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）な

どのバランスが崩れ、体温の調整機能が働かな

くなり、体温上昇、めまい、体がだるい、ひど

い時にはけいれんや意識の異常など様々な症状

をおこす病気です。

　家の中にじっとしていても、室温や湿度が高

いために熱中症になる場合があるので注意が必

要です。

熱中症を予防して

元気な夏を！

問合せ…保健相談センター　☎５７－０７０７

8 月　7 日 ひぐちクリニック ５０－１４４１

8 月 14 日 すずき小児科内科クリニック ５２－６５５５

8 月 21 日 柿崎外科医院 ５７－１１５１

8 月 28 日 鳴海外科医院 ５３－３０５６

9 月　4 日 みさわクリニック ５３－３７３９

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母

子

妊婦歯科検診 8 月   9 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。

４カ月児健康診査 8 月   9 日（火）受付 12:45 ～ 13:15

＊希望の保護者は歯科検診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせやプレゼント）があります。

６～７カ月児健康相談 8 月   9 日（火）受付   9:30 ～ 10:00

９～ 10 カ月児健康相談 8 月 24 日（水）受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 21 年 12 月生まれの幼児） 8 月 25 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 21 年 3 月生まれの幼児） 8 月 24 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 20 年 1 月生まれの幼児） 8 月 10 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオル等を持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票等を忘れずに。
　体調不良や感染症等の時は受診をご遠慮ください。
▼乳児相談では、中学生の「ふれあい体験学習」が併設されますので、ご協力
　をお願いします。

親子ふれあい広場 8 月 19 日（金）
        10:00 ～ 11:00

（受付 9:45 ～ 10:00）
＊対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さん可）
＊内容　親子スキンシップ体操等、親子一緒に楽しく体を動かして遊びます。
　　　　（参加料は無料）
＊問合せ・申込み（※なるべく事前にお申込みください）

保健相談センター　☎ 57-0707

成

人

老

人

栄養相談 随時受付（予約制）

一般健康相談 毎週月・木曜日           9:00 ～ 16:00

女性健康相談 8 月 16 日（火）受付 10:00 ～ 10:30
上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 8 月 17 日（水）受付 13:00 ～ 14:00

＊問合せ：上十三保健所　☎ 23-4261

日　　　時 場　　所

8 月 26 日（金）10:00 ～ 15:30 航 空 自 衛 隊 三 沢 基 地

　病気やケガなどで輸血を必要としている方の生命を救うため、献血の

お願いをしています。　　問合せ…保健相談センター　☎５７－０７０７

▶涼しい場所へ移動し、衣服を緩め

　安静に寝かせる。

▶エアコン、扇風機やうちわなどで

　風をあてて体を冷やす。

こんなときはためらわずに救急車を呼びましょう！

▶自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強

　く、動けない場合

▶意識がない（おかしい）、全身がけいれんするな

　どの症状を発見したら救急車を呼びましょう。

熱中症の応急手当

子宮頸がん・乳がん検診　受診者募集
検診項目 子宮頸部がん検診（卵巣がん検診含む） 乳がん検診

対　　象
20 歳以上の市民で偶数年齢の方

（平成 24 年３月 31 日時点）
▶妊産婦▶婦人科疾患治療中の方を除きます。

40 歳以上の市民で偶数年齢の方
（平成 24 年３月 31 日時点）

▶妊産婦▶授乳中▶断乳後 1 年以内▶乳房疾患治療中
▶ペースメーカー装着▶豊胸手術をしている方を除きます。

検診内容 子宮頸部の細胞診検査
超音波による卵巣がん検診

40 ～ 58 歳 視触診、マンモグラフィー

60 歳以上 マンモグラフィー

検診料金

１，７００円
40 ～ 58 歳 １，３００円

60 歳以上 ９００円

※料金は検診日に徴収します。
※ 76 歳以上の方、生活保護世帯または平成 23 年度市民税非課税世帯の方は無料です。

実  施  日

　９月：２０日～２２日
１０月：３日～５日、１２日～１４日、２４日、２５日
１１月：１日、２日、１８日、１９日
※検診日は保健相談センターで指定し、検診日の約２週間前に通知します。
※子宮頸部がん・乳がん検診の両方を受診される場合、所要時間は約３時間です。

受付　　　　　　　　　１２時～１３時
乳がん検診開始　　　　１２時～
子宮頸部がん検診開始　１３時３０分～

実施場所 保健相談センター

申込方法
20 ～ 74 歳 ８月上旬に個別通知します。申込み期間内に同封の申込書（白のはがき）を持参のうえ、保健相談センター窓

口にお申し込みください。

76 歳以上 申込み期間内に保健相談センター窓口にある申込書でお申し込みください。

申込期間
８月１７日（水）～８月２３日（火）の８時３０分～１７時

※定員（各１０００名程度）になり次第締め切ります。
※電話・ＦＡＸでの受付はいたしません。

※上記は全て年度末年齢（平成２４年３月３１日時点の年齢）となります。
※子宮頸部がん検診対象者は、上記の集団検診のほかに市内の指定婦人科で年間を通じて受診する
　こともできます。
　詳しくは保健相談センターへお問い合わせください。

★問合せ・申込み　保健相談センター（☎５７－０７０７）

・汗をかきにくい

・暑さを感じにくい

▶体温を下げるための体の反応が

　弱くなっており、自覚が無いの

　に熱中症になる危険がある。

高齢者の特徴

・汗腺が未熟

・地面の照り返しにより高い温度に

　さらされる

▶体温調整が未熟なため、熱中症に

　かかりやすい

子どもの特徴

▶短時間でも、子どもは車内に置き去りにしない

▶部屋の温度をこまめにチェック！

　（普段過ごす部屋には温度計を置きましょう）

▶室温は 28℃を超えないように、エアコンや扇風

　機を上手に使いましょう。

▶のどが渇かなくてもこまめに水分補給！

　（のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！）

▶外出の際は体を締め付けない涼しい服装で。

　日よけ対策も忘れずに！

▶無理をせず、適度に休憩を！

▶日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを

　心がけましょう。

熱中症予防のポイントは？

　３歳と４歳のお子さんは第１期の接種期間に該当します。
また、小学校３・４年生のお子さんは第１期の接種回数に
不足分について忘れずに接種しましょう。
※今年度の対象者には個別に通知しています。

　なお、今回案内の無い平成７年６月１日～平成１９年４
月１日生まれで第１期・第２期の接種が終わっていないお
子さんは、２０歳未満までの間に接種できますので、希望
する場合は保健相談センターにご連絡ください。

★問合せ　保健相談センター（☎５７－０７０７）

日本脳炎予防接種を
　　　忘れずに受けましょう

　これまでワクチンの供給不足により、新規の接種を見合わせ
ていましたが、７月から接種を開始しました。
　中学１年生から高校１年生に該当する年齢の方（平成７年４
月２日～平成１１年４月１日生まれの女子）には個別にお知ら
せと予診票を郵送していますので、接種を希望する方は事前に
医療機関に予約をして受診してください。

※転入された方は、保健相談センター窓口で予診票の交付を受
　けてください。

★問合せ　保健相談センター（☎５７－０７０７）

子宮頸がん予防ワクチン接種を
　　　　　　　　開始しました
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人 口 と 世 帯 数

■人口 42,168 人（＋ 15 人）・男 20,780 人（＋ 4 人）・女 21,388 人（＋ 11 人）　■世帯数 18,523 世帯（－ 15）

－ 6 月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ 8 月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 69 円です。
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え
る
「
ま
ち
・
き
ら
き
ら
セ
ミ
ナ
ー
」

の
１
回
目
が
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
講
座
は
、
女
性
が
三
沢
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
す
る
き
っ
か
け
と
女
性
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
と
の
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で

は
、
発
見
し
た
三
沢
の
魅
力
を
詰
め

た
情
報
紙
を
作
り
、
広
く
発
信
し
て

き
た
。

　

今
年
度
は
視
点
を
変
え
、「
美
味

し
さ
」
を
発
見
・
発
信
し
よ
う
と
企

画
。
メ
ン
バ
ー
11
人
が
全
６
回
の
日

程
で
、
三
沢
の
長
い
も
や
イ
カ
、
パ

イ
カ
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
、
最
後

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
生
み
出
し

て
市
内
外
へ
の
発
信
を
目
指
す
。

　

初
回
の
料
理
は
「
長
い
も
す
い
と

ん
」。
赤
十
字
奉
仕
団
の
伊
澤
タ
ネ

さ
ん
を
講
師
に
、
三
沢
産
の
食
材
を

使
い
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
「
田
舎
料

理
」
を
作
っ
た
。
慣
れ
た
手
つ
き
で

調
理
す
る
間
は
も
ち
ろ
ん
、
試
食
後

も
調
理
方
法
や
工
夫
の
仕
方
、
次
回

の
料
理
な
ど
が
熱
心
に
話
し
合
わ
れ

た
。

　

三
沢
を
元
気
に
し
た
い
―
―
。

　

そ
こ
に
は
、
ま
ち
を
愛
す
る
女
性

た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

まち・きらきらセミナー
女性まちづくり講座

女性による 「美味しい」 まちづくり♡

1 和気あいあいと調理するメンバー 2 ゴボウやニンジンなど地元食材満載の長い
もすいとん 3 慣れた手つきで次々進む調理 4 魅力的な「美味しい」レシピを目指
して会話は盛り上がる 5 「美味しさ」で魅力発信を目指すメンバーと講師
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